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合
長
就
任
に
あ
た
っ
て
会
長
　
塩
沢
和
政

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今

年
一
室
－
に
暴
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

束
亭
異
田
町
の
全
会
員
の
皆
様
、
真
田

町
町
民
の
皆
様
に
は
御
健
勝
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
東
京
具

申
町
の
合
の
埋
骨
及
び
活
動
に
特
別
の

ご
高
配
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

去
る
6
月
1
6
日
の
第
1
5
回
定
期
総
合

に
お
き
ま
し
て
、
役
員
改
速
が
行
な
わ

れ
前
三
井
全
長
の
後
を
受
け
、
東
京
真

田
町
の
合
の
会
長
に
指
名
を
い
た
だ
き

ま
し
わ
、
。

思
い
返
し
ま
す
と
今
年
は
私
が
長
村

中
学
を
卒
業
し
ふ
る
さ
と
を
後
に
し
て

（
昭
和
2
7
年
）
丁
度
5
0
年
に
な
り
ま
す
。

当
時
は
ま
だ
3
村
合
併
前
で
し
た
か
ら
、

本
原
村
・
傍
陽
村
の
事
に
つ
い
て
は
何

も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
総
合
に
参
加

し
て
頂
い
た
皆
様
と
お
話
し
を
し
て
も

地
区
名
の
位
置
が
わ
か
ら
な
く
て
大
変

失
礼
を
致
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
最
並
で
は
、
町
民
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
・
菅
平
7
エ
ス
テ
パ
ル
等
々
鼻
由

町
の
行
う
行
事
に
参
か
さ
せ
て
頂
く
税

金
が
多
く
な
り
、
そ
の
都
度
町
内
を
車

で
廻
り
、
少
し
は
解
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
合
の
目
的
は
ま
全
員
同
士
の
出
合

い
と
親
睦
、
そ
し
て
真
田
町
と
の
交
流

を
深
め
て
行
く
手
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
総
合
に
は
箱
山
町
長
さ
ん
・
佐

藤
親
長
さ
ん
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
本
当
に
有
拳
っ
御

座
い
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

町
長
さ
ん
の
お
話
の
中
で
、
真
由
町

の
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
自

然
と
環
境
を
大
切
に
し
な
が
ら
町
の
発

展
に
東
リ
組
ん
で
、
平
成
1
0
年
度
を
初

年
度
と
し
た
第
4
次
真
田
町
長
期
振
興

計
あ
を
着
実
に
進
行
さ
れ
て
い
る
様
子

が
伺
え
ま
し
た
。

今
年
の
総
合
に
は
総
勢
育
二
一
人
の

出
席
を
い
た
だ
き
、
総
合
の
後
、
絶
親

金
に
移
り
和
気
満
々
の
中
、
ハ
ワ
イ
ア

ン
の
演
奏
と
ダ
ン
ス
、
出
席
者
有
志
の

隠
し
芸
大
金
で
大
い
に
座
が
盛
り
上
が

り
盛
会
裸
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

こ
の
合
も
発
足
し
て
、
来
年
は
1
5
年

を

迎

え

よ

う

と

し

て

お

り

ま

す

。

そ

れ

l
こ
伴
い
全
角
の
高
齢
化
も
重
み
遥
合
さ

れ
る
方
も
ぼ
つ
ぼ
つ
出
て
参
り
ま
し
た
。

合
の
発
展
及
び
蓬
骨
壷
め
る
為
に
も

金
員
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
お
目
ノ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
l
ま
合
異
の
皆
様
、
真
田

町
の
皆
様
、
ご
親
戚
の
方
、
ま
た
は
お

知
り
あ
い
の
方
に
、
お
心
当
た
り
が
御

座
い
ま
し
た
ら
私
の
所
ま
た
は
お
知
り

あ
い
の
役
員
の
所
ま
で
ご
一
報
頂
き
た

く
、
よ
ろ
し
く
お
頼
い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
も
、
ふ
る
さ
と
訪
問
・
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
等
に
大
勢
の
皆
さ
ん
が
ご
参
加

し
て
頂
き
楽
し
く
活
気
の
あ
る
合
の
選

管
・
行
事
に
し
た
い
と
漂
い
ま
す
の
で

含
ハ
皆
薇
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す。
そ
れ
で
は
含
ハ
の
皆
様
並
び
に
真
田

町
町
民
の
皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
気

を
つ
け
て
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。
心
よ
り
前
金
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
成
り
ま
し
た
が
、
私
共
役
異

一
同
1
8
名
甚
だ
微
力
で
は
御
座
い
ま
す

が
皆
枝
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
懸
命
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
格

別
の
ご
指
導
ご
鞭
鐘
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

真
田
町
発
足
4
5
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

東
京
鼻
田
町
の
合
々
貝
皆
躾
の
ご
健

勝
と
公
報
1
5
号
の
奥
行
を
町
民
を
代
表

し
て
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
日
本
ダ
ボ
ス
1
5
号
」
が
皆
様
の
お
手

元
に
届
く
平
成
1
5
年
は
具
田
町
発
足
4
5

同
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
年
間
を
通

し
て
各
種
の
記
念
事
業
を
行
う
と
共
l
二
、

1
0
月
1
日
の
発
足
記
念
日
に
は
町
民
を

は
じ
め
町
内
外
関
係
者
の
皆
様
と
共
l
：

盛
大
に
お
祝
い
を
し
た
い
と
頼
っ
て
お

り
ま
す
。
真
由
町
が
繁
栄
の
う
ら
に
4
5

真
田
町
長
　
箱
山
好
猷

周
年
の
節
目
の
年
を
渇
っ
こ
と
が
で
き

ま
す
の
も
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
先
達

を
先
魂
と
す
る
町
民
皆
様
の
た
ゆ
ま
ね

努
力
椅
漣
は
も
と
よ
り
、
東
京
真
田
町

の
各
々
貝
各
位
を
始
め
故
郷
に
熱
い
思

い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
方
々
の
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
真
田
町
の
歴
史
の
中
か
ら

主
な
出
書
振
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

昭
和
3
3
墓
田
町
謹
呈
・
面
接
1
8

1
．
9
平
方
キ
ロ
。
3
4
年
町
役
場
庁
舎
竣

工
。
3
7
年
有
線
放
送
開
鵜
。
4
3
年
菅
平

ダ
ム
克
成
。
4
5
年
菅
平
有
料
遠
路
開
通
。

4
6
年
広
報
「
さ
な
だ
ま
ら
」
創
刊
4
7
年

上
田
交
通
真
田
傍
陽
線
奄
車
廃
止
。
5
1

年
ス
イ
ス
・
ダ
ボ
ス
町
と
姉
妹
都
市
捉

携
、
木
原
小
学
枚
汲
工
。
5
2
年
和
歌
山

県
九
度
山
町
と
姉
妹
都
市
破
損
。
5
4
年

知
的
障
審
者
施
設
「
か
り
が
ね
学
園
」

開
園
、
菅
平
小
学
校
新
校
舎
渡
工
。
5
6

年
長
小
学
校
新
校
舎
洩
工
、
早
鐘
野
戌

連
盟
設
立
。
5
8
年
山
村
広
場
蓬
動
公
園

オ
ー
プ
ン
、
傍
陽
小
学
校
体
育
館
汲
工
、

回
避
1
4
4
号
線
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通
。

6
0
年
N
H
K
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
　
「
真
田
太

平
記
」
　
の
放
送
開
始
、
第
1
回
「
真
由

ま
つ
り
」
開
催
。
6
1
年
総
合
文
化
会
館

渡
工
。
6
2
年
木
原
小
学
枚
北
枚
△
農
工
。

6
3
年
東
京
鼻
田
町
の
会
設
立
、
全
員
5

3
4
人
。
平
成
2
年
役
場
新
庁
舎
渡
工
。

5
年
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ア
ザ
レ

ア
ン
さ
な
ど
」
塵
工
。
真
申
温
泉
健
康

ラ
ン
ド
「
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
飴
」
洩
工
。

8
年
幸
村
橋
竣
工
。
1
0
年
放
課
後
兄
貴

ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い
の
館
」
ス
タ
ー
ト
、

真
田
町
観
光
振
興
協
会
設
立
、
さ
な
ド
ー

女
性
合
議
設
立
、
奥
田
氏
ゆ
か
り
の
全

国
1
0
市
町
村
に
よ
る
第
1
回
「
真
由
サ

ミ
ッ
ト
」
を
異
田
町
で
開
催
（
視
点
1
3

市
町
村
）
。
1
1
年
菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
　
（
サ
ニ
ア
パ
ー
ク
菅
平
）
オ
ー

プ
ン
、
健
康
日
本
一
の
町
を
め
ざ
す
「
夏

冬
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
合
」
参
加
者
2
キ

5
有
余
名
で
開
催
。
1
2
豊
田
中
学
校

新
校
舎
渡
工
、
真
由
町
子
育
て
支
媛
セ

ン
タ
ー
が
傍
陽
保
育
園
と
併
設
で
顔
工
、

菅
平
小
中
学
校
特
別
教
室
渡
工
、
水
原

小
学
校
株
育
銀
波
工
、
中
山
同
地
域
総

合
整
備
事
業
着
手
。
1
3
年
森
林
空
間
総

合
整
備
事
業
着
手
、
国
道
4
0
6
号
線

ダ
ム
下
に
短
絡
橋
「
猿
飛
椅
」
汲
工
、

菅
平
小
中
学
校
体
農
工
。
1
4
年
仝

町
水
洗
化
工
事
克
了
、
鼻
由
町
で
は
し

め
て
の
全
国
大
会
「
全
国
中
学
校
ス
キ

ー
大
金
」
を
菅
平
で
開
催
、
1
7
年
3
月

を
め
ざ
し
1
0
月
現
在
上
申
市
・
丸
子
町

・
鼻
田
町
・
武
石
村
に
よ
る
任
意
合
併

協
議
会
設
立
準
備
金
を
結
成
。

い
J
∴
∵
よ
地
方
分
権
が
確
立
さ
れ
地

域
間
競
争
が
激
し
く
な
る
2
1
せ
紀
の
真

田
町
は
、
先
人
の
築
い
た
歴
史
と
文
化

そ
し
て
充
実
し
た
社
会
基
盤
の
上
に
立

っ
て
、
3
0
年
後
、
4
0
年
後
の
住
民
、
子

や
孫
の
時
代
に
豊
か
で
明
る
く
怠
ら
せ

る
為
に
市
町
村
合
併
の
流
れ
に
対
す
る

逐
次
を
誤
る
事
の
な
い
よ
う
町
民
の
英

知
と
カ
を
合
わ
せ
て
、
真
申
町
の
存
在

感
を
大
き
く
示
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
一
層
の

ご
支
嬢
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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「
東
京
真
田
町
の
合
」
創
立
1
5
周
年
を
祝
し
て

本
年
6
月
1
6
日
の
　
「
東
京
鼻
田
町

の
仝
」
第
1
5
回
総
合
に
お
け
る
役
員

改
壇
に
お
い
て
、
第
3
代
金
長
l
：
塩

沢
和
攻
氏
が
邁
任
さ
れ
、
本
金
運
営

の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
頂
く
こ
と

と
な
・
り
ま
し
▲
戸
－
。

初
代
会
長
と
し
て
設
立
以
来
1
0
年

余
に
亘
り
、
本
金
運
営
の
貴
を
担
っ

て
き
た
者
と
し
て
、
誠
に
感
幌
泉
量

な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

古
来
「
創
業
止
易
く
尊
嵐
は
簸
し
」

と
い
う
格
言
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ

の
事
業
を
始
め
る
の
は
宏
易
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
盛
り
立
て
継
続
し
て
糸

展
さ
せ
て
い
く
の
は
、
麹
し
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
事
実
「
東
京

鼻
田
町
の
仝
」
発
足
後
、
こ
の
合
は

何
年
存
続
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
不
安
を
抱
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
ん
な
不
安
を
払

拭
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
真
田
町
ご

基
局
の
熱
心
む
ご
支
援
と
全
員
皆
さ

ん
の
変
わ
り
な
い
ご
協
力
で
あ
り
、

1
5
年
の
過
去
を
振
り
返
っ
て
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
あ
の

感
動
的
な
設
立
総
合
の
想
い
出
は
、

今
も
脳
裡
に
強
く
刻
ま
れ
、
二
の
合

の
設
立
の
た
め
に
　
「
井
戸
を
掘
っ
た

顧

　

問

　

小

林

孝

雄

人
」
　
の
ご
努
力
に
対
し
、
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
し
ま
十
。

本
会
は
、
鼻
田
町
鬼
足
3
0
同
年
の

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
当
時
の
町
役
場
の
皆
さ
ん
が

総
力
を
拳
げ
て
東
リ
組
ま
れ
た
も
の

で
あ
り
、
設
立
準
備
も
殆
ど
関
係
減

貝
の
方
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

t
方
、
設
立
串
備
委
員
会
の
人
壇
も

異
田
町
に
よ
り
行
わ
れ
、
初
会
合
の

際
に
は
お
互
い
に
初
対
面
の
方
が
大

部
分
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
鼻

田
町
が
長
・
傍
陽
・
木
原
の
三
村
合

併
に
よ
り
生
ま
れ
た
町
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
他
の
村
の
方
を
知
ら
な
い
の

は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
時
私
が
課
題

と
し
て
思
っ
た
こ
と
は
、
早
く
従
来

の
村
意
識
を
捨
て
て
、
一
つ
の
鼻
田

町
の
人
間
と
し
て
融
合
を
図
る
こ
と

で
し
た
。
幸
い
に
も
年
月
の
経
過
と

と
も
l
二
、
二
の
融
A
p
が
実
を
結
び
つ

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
東
京
真
田
町
の
合
」
　
の
事
業
は
、

阜
l
回
の
総
合
の
ほ
か
、
会
報
「
日

本
ダ
ボ
ス
」
　
の
発
行
、
ふ
る
さ
と
訪

問
、
町
民
ゴ
ル
フ
大
金
へ
の
参
か
、

鼻
田
町
の
イ
ベ
ン
ト
尊
へ
の
参
加
等
、

事
業
は
ま
定
着
し
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
こ
れ
ら
の
事
業
を
総
統
発
展
さ
せ
、

よ
り
多
く
の
金
員
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
頂
け
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
此

妥
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

十
五
年
と
い
う
歳
月
は
決
し
て
短

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
田
町

当
局
に
お
い
て
も
ま
た
本
金
の
役
員

も
、
多
数
が
交
替
し
夫
々
前
任
の
織

務
を
引
き
姐
ぎ
、
本
会
の
永
続
発
展

を
期
し
て
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
誠
に
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

「
東
京
真
田
町
の
合
」

「
東
京
鼻
田
町
の
合
」
　
の
皆
さ
ん
、

益
々
ご
連
勝
で
ご
活
躍
の
御
事
と
、

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
九
月
一
日
、
丸
子
町
の
ゴ
ル

フ
場
で
高
枚
同
窓
会
主
催
の
百
十
周

年
記
念
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
が
二
百
七

十
三
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

折
、
東
京
真
田
町
の
金
員
の
同
窓
生

で
、
東
京
真
田
町
の
合
理
事
広
報
担

当
の
武
姶
衛
人
さ
ん
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
嬢
か
し
い
思
い
出
話
の
な
か

で
、
公
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
第
十
五

号
を
糸
刊
す
る
の
で
、
寄
稿
を
と
催

頼
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
九
月
二
十
三
日
、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
の
第
九
回
定
期

総
合
を
最
後
に
ご
無
沙
汰
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
幸
い
捷
康
に
蔑
ま
れ
、

終
わ
り
に
本
会
の
発
足
玖
来
副
会

長
と
し
て
ご
尽
力
頂
い
た
故
荒
木
孝

l
氏
及
び
、
初
代
理
事
か
ら
長
い
間

ご
協
力
頂
い
た
故
石
垣
節
子
さ
ん
が
、

昨
年
志
半
ば
に
し
て
ご
通
去
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
ご
両
人
の
ご
冥
福
を

祈
り
、
欄
輩
∴
∵
た
し
ま
す
。

の
更
な
る
ご
発
展
を

真
田
町
　
若
林
康
朗

晴
耕
雨
読
の
日
々
を
迷
っ
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
長
い
間
、
東
京
鼻
田
町

の
合
の
皆
様
に
は
、
格
別
に
温
か
い

ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
今
日
嬢

か
し
い
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
、

私
の
脳
泉
を
走
り
巡
り
、
皆
様
の
お

頻
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
本
当
l
二
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
東

京
真
田
町
の
合
の
皆
さ
ん
に
、
時
姉

お
金
い
す
る
横
合
も
あ
り
、
「
お
元

気
で
十
か
」
　
の
棟
か
し
い
お
言
葉
に

励
ま
さ
れ
、
過
ぎ
去
っ
た
よ
き
日
々

を
榛
舌
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
英
田
町
制
施
行
三

十
周
年
を
記
念
し
て
、
鼻
田
町
を
ふ

る
さ
γ
∴
こ
す
る
皆
さ
ん
の
横
権
的
な

ご
協
力
で
「
東
京
真
由
町
の
仝
」
が

誕
生
し
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
十
日
、

東
京
上
野
の
池
え
端
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
全
員
二
百
六
十
名
と
鼻
田
町
か

ら
六
十
五
名
出
席
し
、
来
賓
を
含
め

三
百
三
十
一
名
の
参
如
で
、
盛
大
に

設
立
総
合
・
設
立
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
た
感
激
は
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
時
の
宮
島
静
男
町
長
が
体

調
を
繭
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
助

役
の
職
に
あ
り
ま
し
た
私
が
代
理
者

と
し
て
出
席
し
、
皆
さ
ん
と
感
峨
無

量
の
喜
び
を
と
も
に
し
た
思
い
出
は

心
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
設
立
総
合
・
祝
賀
会
に
至
る

ま
で
、
初
代
会
長
小
林
孝
雄
さ
ん
、

副
全
長
の
清
水
清
晴
さ
ん
、
荒
木
孝

一
さ
ん
、
横
沢
正
晃
さ
ん
、
合
計
理

事
の
三
井
芳
稀
さ
ん
、
塚
田
檀
雄
さ

ん
、
監
事
の
横
沢
清
人
さ
ん
、
塩
沢

和
攻
さ
ん
、
理
事
の
山
口
元
矛
さ
ん
、

長
屋
京
子
さ
ん
l
ま
じ
め
多
く
の
理
事

の
皆
さ
ん
の
準
備
合
議
の
ご
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
。
東
京
・
神
奈
川
・
千

乗
・
椅
五
・
の
一
都
三
県
に
散
在
し

て
お
り
ま
す
泉
田
町
出
身
者
の
皆
さ

ん
を
、
お
ま
と
め
‥
た
だ
い
た
横
棒

的
な
ご
努
力
に
、
心
か
ら
敬
服
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
は
、
「
東
京
鼻
田
町

の
合
」
が
発
足
し
て
十
六
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
間
丁
か
る
さ
と
交
流
」
、

「
ふ
る
さ
と
宅
急
便
」
、
「
帰
省
ツ
ア

ー
」
、
「
ゴ
ル
フ
交
流
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ

交
流
」
、
「
記
念
講
演
会
」
　
講
師
を
お

鱗
い
す
る
等
々
、
思
い
出
深
い
幾
多

の
交
流
が
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
全
角
皆
さ
ん
の
愛
郷
心
は
、
畏

敬
の
一
語
に
尽
き
ま
す
。
こ
の
間
、

公
活
動
埋
骨
に
大
変
な
ご
尽
力
を
さ

れ
た
副
会
長
の
荒
木
孝
一
さ
ん
と
理

事
の
石
垣
節
子
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ

た
こ
と
を
風
の
便
り
に
知
り
、
心
か
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ら
哀
惜
の
念
に
耐
え
ま
せ
ん
。
泉
下

に
眠
る
お
二
人
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
第
二

代
金
長
の
三
井
芽
雑
さ
ん
、
第
三
代

会
長
の
塩
沢
和
政
さ
ん
に
は
、
公
私

に
わ
た
り
文
化
的
な
面
を
ほ
し
め
今

日
な
お
心
温
か
い
ご
厚
誼
を
た
ま
わ

り
、
人
の
出
合
い
の
大
切
さ
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
せ
界
も
日
本
も
そ
し
て
地

方
自
治
行
政
も
、
色
々
な
面
で
大
き

く
変
革
し
ょ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

政
治
・
経
済
・
社
会
・
地
球
自
然
環

境
・
食
料
・
民
汲
・
索
教
等
々
の
当

面
の
課
題
、
そ
し
て
将
来
展
望
の
不

透
明
な
不
実
、
∵
す
れ
に
：
し
ま
し
て

も
、
自
ら
の
責
任
認
識
行
動
が
逸
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

「
ロ
ー
マ
は
、
一
日
に
し
て
成
ら

ず
」
。
長
い
歴
史
の
重
み
を
噛
み
締
め
、

「
真
実
不
虚
」
　
の
社
会
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
。
長
い
間
、
で
き
え
な
か

っ
た
「
土
に
親
し
み
、
書
に
親
し
む
」
、

静
か
な
日
々
の
な
か
で
、
東
京
真
田

町
の
合
の
皆
々
棟
の
お
頻
を
偲
び
つ

つ
、
「
東
京
真
田
町
の
合
」
　
の
更
な
る

ご
粂
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
金
男
皆
枝
の
愈
々
の

ご
娃
勝
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

h
』
門
口
．

会
報
奥
行
を
か
え
り
み
て

昭
和
六
十
三
年
七
月
、
千
代
田
区

の
　
「
鹿
町
グ
リ
ン
パ
レ
ス
」
　
l
こ
於
い

て
、
二
回
の
設
立
準
備
金
を
開
催
し

て
東
京
鼻
田
町
の
会
設
立
準
備
会
代

表
に
小
林
孝
雄
　
（
初
代
会
長
）
　
を
遽

出。
九
月
十
日
、
上
野
池
え
端
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
設
立
総
合
並
び
に
祝
賀

会
を
開
催
し
、
金
員
二
育
三
十
余
の

出
席
、
式
典
終
了
後
、
役
員
の
鋸
合

わ
せ
が
有
り
、
柄
沢
衛
　
（
現
助
役
）

氏
よ
り
、
会
報
発
行
の
根
葉
が
有
り

指
名
さ
れ
た
。
私
も
そ
の
当
時
市
の

長
野
県
入
金
公
報
「
み
す
ず
か
る
」

に
少
し
携
わ
っ
て
い
た
の
で
返
事
を

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
三
井
券
種

さ
ん
や
長
屋
京
子
さ
ん
・
小
鉢
正
子

さ
ん
方
五
、
六
人
に
相
談
し
、
新
痛

の
談
話
室
で
第
一
回
編
集
合
議
を
開

催
、
会
報
名
を
何
と
す
る
か
、
菅
平

l
こ
ち
な
み
　
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
　
と
命
名

し
ト
ー
。今

度
は
、
会
報
を
フ
ァ
イ
ル
し
、

後
l
：
絡
い
た
時
な
ど
考
え
、
創
刊
号

ら
し
く
、
町
長
・
助
役
・
議
長
・
教

育
長
さ
ん
峯
に
会
長
か
ら
依
頼
し
て

頂
き
、
「
日
進
月
歩
」
　
だ
大
き
く
行

こ
う
で
、
と
解
散
し
た
。

顧

　

問

　

清

水

清

晴

原
稿
も
た
く
さ
ん
に
頂
き
、
印
刷

依
頼
や
校
正
に
皆
様
の
ご
協
力
を
賜

り
、
平
成
元
年
三
月
二
十
三
日
創
刊

号
が
で
き
、
編
集
員
一
同
ほ
っ
と
し

た
。
私
も
簡
単
に
お
引
き
受
け
し
た

の
て
心
配
し
た
が
あ
の
時
の
嬉
し
さ

l
ま
、
筆
舌
す
る
事
の
出
来
な
い
喜
び

を
慈
し
ま
し
た
。
1
0
年
間
お
手
伝
い

出
来
た
事
を
見
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す

ね
、
あ
れ
か
ら
も
う
十
五
年
。

「

．

－

．

－

．

■

．

■

．

■

．

■

．

■

．

■

．

■

．

－

．

－

．

－

新
し
い
理
事
さ
ん

の
ご
あ
い
さ
つ

新
確
言
丸
税
の
四
人
の
新
し
い
理
事

さ

ん

が

誕

生

し

ま

し

た

。

L

よ

ろ

し

く

お
硬
い
致
し
ま
す
。

岩
崎
み
　
ち
　
子

（
菅
平
出
身
）

私
は
菅
平
出
身
の
岩
崎
と
も
う
し

ま
す
。
東
京
真
田
町
の
合
の
定
期
総

合
も
、
第
十
五
回
を
迎
え
ま
し
た
が
、

第
一
回
よ
り
休
む
事
な
く
出
席
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
毎
年
な
つ
か

し
い
方
に
お
合
い
で
き
、
出
席
し
て

よ

か

っ

た

な

ー

と

思

っ

て

帰

っ

て

き

ま
す
。
つ
い
昔
の
話
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
三
十
年
も
四
十
年
も
前

の
話
に
＝
話
が
は
ず
み
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
に
ふ
る
里
の
思
い
出
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

本
年
よ
り
新
理
事
の
任
命
を
頂
き

ま
し
た
の
で
一
人
で
も
多
く
の
方
に

こ
の
合
を
知
っ
て
い
た
だ
き
又
金
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
益
々
大
き
く

な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ゆ
き
ま
す
。

私
の
住
む
台
東
区
は
東
京
の
中
で
も

下
町
の
良
さ
を
残
す
地
域
で
も
あ
り

ま
す
が
、
二
二
数
年
の
間
に
マ
ン
シ

ョ
ン
が
ど
ん
ど
ん
で
き
、
さ
ま
変
り

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
た
ら
の
ふ

る
里
鼻
田
町
に
∴
は
ま
、
た
く
さ
ん
の
自

然
と
天
然
の
温
泉
も
あ
り
、
こ
ん
な

す
ぼ
ら
し
い
田
舎
が
あ
る
事
に
幸
せ

を
患
し
て
い
ま
す
。
丸
田
も
菅
平
へ

行

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

が

、

あ

ま

り

に
も
す
ぼ
ら
し
い
紅
葉
に
た
だ
感
動

で
し
た
。
紅
・
貴
・
紋
の
美
し
い
事
、

自
分
が
育
っ
た
所
に
こ
ん
な
l
こ
も
自

然
が
残
っ
て
い
る
と
思
う
と
嬉
し
さ

て
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

東
京
と
鼻
田
町
も
大
変
便
利
に
な

り
短
時
間
で
行
l
す
る
よ
う
に
な
り
東

京
で
仕
事
し
て
生
活
は
真
田
町
で
、

こ
ん
な
事
も
夢
で
は
な
い
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
私
も
微
力
で
は
あ
り
ま

十
が
、
鼻
田
町
が
よ
り
発
展
て
き
る
　
4

よ
う
が
ん
ば
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
楽
し
い
東
京
鼻
田
町
の
合
を
、

カ
を
合
せ
て
育
て
て
行
き
た
い
と
恵

い
ま
す
。

金

　

子

　

　

諷

（
田
中
出
身
）

公
僕
生
活
3
7
年
間
勤
め
4
年
前
に
速

成
し
ま
し
た
、
現
在
は
第
二
の
人
生

生
活
に
入
り
団
体
職
責
と
し
て
現
役

で
頑
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
「
東
京
真
田
町
の
仝
」
は
、

早
い
も
の
で
創
立
1
5
周
年
と
節
白
の

年
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
毎

年
真
田
町
か
ら
町
長
初
め
幹
部
職
角

・
級
長
・
議
員
及
び
町
の
貴
紙
の
皆

校
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
真
田
町
が
東

京
l
こ
移
動
し
た
錯
覚
の
中
、
一
町
民

と
な
っ
た
気
持
ち
で
町
長
様
よ
り
真

田
町
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
将
来
展

望
等
を
お
聞
き
す
る
事
が
で
き
、
我

が
粂
す
る
　
「
ふ
る
さ
と
真
田
町
」
　
の

粂
展
変
貌
す
る
様
子
が
与
l
：
来
る
よ

う
に
わ
か
り
毎
回
心
強
く
感
じ
て
い

る
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

お
話
を
お
聞
き
し
て
い
る
と
故
郷
の

山
や
川
が
、
ほ
う
ふ
つ
と
し
て
浮
か

ん
て
き
ま
す
。
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5

私
の
居
住
地
で
あ
る
北
本
市
に
も
長

野
県
人
会
が
5
年
前
に
灸
足
し
、
現

在
金
男
百
一
六
名
の
組
級
で
2
年
前

か
ら
全
長
瓶
を
お
お
せ
つ
か
り
選
管

し
て
お
り
ま
す
。
行
事
内
密
は
、
総

合
及
び
懇
親
会
　
（
約
7
0
1
8
0
名
が
参

か
・
毎
回
「
信
渡
の
国
」
を
歌
っ
て

お
り
ま
す
）
・
昨
年
か
ら
、
小
る
さ
と

訪
問
一
泊
親
睦
施
行
を
計
画
し
「
湯

田
や
温
泉
」
　
（
3
1
名
参
加
）
‥
今
年
は

丸
子
町
「
鹿
教
湯
認
泉
」
で
1
1
月
中

旬
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
北

本
市
県
人
会
推
進
協
議
会
　
（
1
2
県
か

盟
）
　
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
（
年

一
回
）
　
で
各
県
の
名
物
物
産
の
直
売

（
長
野
県
人
会
l
ま
「
お
や
き
」
等
）
　
等

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

故
郷
を
同
し
く
す
る
者
同
士
の
気
の

お
l
†
な
い
合
で
あ
り
ま
す
。
石
川
啄

木
は
「
ふ
る
さ
と
の
な
ま
り
な
つ
か

し
停
車
場
の
、
人
ご
み
の
中
に
そ
を

開
き
に
い
く
」
　
と
詠
み
ま
し
た
が
、

総
会
後
の
懇
親
会
に
な
り
ま
す
と
標

準
語
を
忘
れ
て
、
お
園
な
ま
り
が
と

び
だ
し
ま
す
と
心
の
く
つ
ろ
ぎ
を
覚

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
程
、
「
東
京
鼻
田
町
の
合
」
創

立
1
5
同
年
の
節
目
の
給
金
か
ら
当
谷

の
理
事
に
推
挙
さ
れ
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
　
「
東
京
鼻
田
町
の
合
」
を
な

お
一
層
魅
力
の
あ
る
合
に
し
、
l
人

で
も
多
く
の
方
に
金
員
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
総
合
及
び
懇
親
合

算
に
も
金
員
の
皆
様
方
が
大
勢
参
か

い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
硬
い
致
し
ま
す
。

久

保

定

春

（
横
沢
出
身
）

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
よ
り
一
層
、
真
田
町
の
合
の

農
展
を
祈
り
ま
す
。堀

内

　

　

幸

（
下
林
適
出
身
）

金
員
の
皆
々
棟
l
こ
お
か
れ
ま
し
て

は
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
事
と
御
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
の
度
、
私
こ
と
理
事
を
受

け
る
事
少
々
と
ま
で
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
御
ぎ
い
ま
す
。
発
足
玖
来
早
や

十
余
年
と
長
い
月
日
と
共
に
年
一
回

総
合
で
久
し
ぶ
り
に
逢
う
友
々
の
務

も
心
な
し
か
老
い
て
き
た
棟
l
こ
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
、
小
る
里
の

〝
異
田
町
の
仝
〟
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
ま
だ
現
役

で
す
の
で
思
う
様
に
金
谷
た
こ
も
出
席

出
来
ず
他
の
方
々
に
御
迷
惑
を
か
け

心
苦
し
い
と
こ
ろ
で
和
ぎ
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
出
来
る
事
l
二
は
協
力
し

た
い
気
祷
ら
は
充
分
に
括
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

真
田
町
を
去
り
早
や
半
せ
紀
が
過

ぎ
て
も
幼
さ
頃
の
事
が
昨
今
の
棟
に

想
い
出
さ
れ
な
つ
か
し
さ
で
胸
が
t

ば
い
に
な
り
ま
す
。
ふ
る
里
の
歴
史

と
そ
し
て
良
き
友
よ
、
い
つ
ま
で
も

笑
顔
を
忘
れ
ず
元
気
で
又
逢
え
る
日

を
待
ち
な
が
ら
趣
味
に
仕
事
l
二
項
級

私
は
昭
和
1
5
年
3
月
9
日
、
傍
陽

の
下
林
適
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
太
平

洋
戦
争
閑
甑
の
前
年
で
す
。

小
学
校
入
学
は
終
艶
の
翌
年
の
昭

和
2
1
年
で
す
。
二
草
生
の
集
合
豆
真

を
見
ま
す
と
、
体
育
館
の
枚
庭
刑
石

段
に
旭
任
の
先
生
を
中
心
に
皆
が
畏

ま
っ
て
写
っ
て
い
ま
す
。
背
景
に
写

っ
て
い
る
体
育
館
の
窓
ガ
ラ
ス
は
破

れ
、
窓
枠
だ
け
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

生
徒
の
服
装
は
「
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年

生
」
　
に
は
程
遠
い
、
お
粗
末
こ
の
上

な
∴
∵
も
の
で
す
。

学
年
別
に
集
合
写
真
を
見
ま
す
と
、

五
卑
生
頃
か
ら
服
装
も
生
徒
ら
し
く

な
り
、
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
も
無
事
に

写
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
は
小
学
校
と
同
し
場
所
で

し
た
。
生
徒
は
変
わ
ら
ず
、
先
生
方

と
教
室
が
変
わ
っ
た
と
い
う
環
境
で

し
た
。
部
活
は
吹
奏
楽
串
で
　
「
フ
ル

ー
ト
」
を
担
当
し
ま
し
た
。

高
校
は
昭
和
3
0
年
に
上
田
東
高
校

「
当
時
　
小
県
蚕
業
高
校
」
　
に
入
学

し
、
休
業
科
で
し
た
。
部
活
は
桑
壷

串
で
楽
し
く
て
、
オ
ー
バ
ー
な
表
現

で
す
が
　
「
柔
道
一
筋
」
　
の
高
校
時
代

て
し
た
。

社
会
的
に
合
し
か
っ
た
時
代
に
農

家
に
生
ま
れ
高
校
を
卒
菓
す
る
ま
で

の
1
8
年
間
の
体
験
が
、
そ
の
後
の
人

生
に
対
す
る
も
の
の
考
え
方
の
原
点

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

苦
労
を
苦
労
と
思
わ
ず
怠
け
ず
に

働

く

こ

と

を

身

を

も

っ

て

示

し

て

く

れ
た
両
親
を
見
て
育
ち
、
私
を
東
リ

巻
く
人
々
の
条
に
支
え
ら
れ
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
心
豊
か
な
少
年
時

代
の
思
∴
∵
貴
止
ま
鮮
や
か
に
蘇
っ
て
き

ま
す
。馴

染
み
の
山
々
は
今
で
も
個
性
あ

る
山
容
を
脳
裏
に
こ
青
く
よ
こ
た
え
、

「
兎
温
い
し
あ
の
山
、
小
鮒
釣
り
し

か
の
川
、
夢
は
今
も
巡
り
て
忘
れ
放

き
故
郷
」
　
の
歌
そ
の
も
の
で
す
。

高
校
を
卒
業
し
た
昭
和
3
3
年
に
警

察
官
と
成
り
、
平
成
8
年
に
盟
親
し

ま
し
た
。
職
業
柄
、
平
穏
な
人
生
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
き
詰
ま

っ
た
時
止
郷
里
で
の
少
年
時
代
を
思

い
出
し
、
こ
れ
を
糧
に
頑
敗
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

玖
上
、
私
の
経
歴
を
簡
記
し
ま
し

た
。
何
の
東
リ
柄
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

新
理
事
と
し
て
本
金
の
可
的
達
成
と

糸
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
努
力
い
た

す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
金
員
の

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
理
解
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

初
め
て
の
感
動

石

巻

伸

夫

（
曲
尾
出
身
）

洗
馬
川
と
人
軽
井
茨
の
奥
か
ら
流

れ
て
く
る
川
が
曲
尾
で
合
流
し
、
l

直
線
と
な
っ
て
流
れ
、
そ
れ
が
山
裾

に
当
り
、
蛇
行
し
な
が
ら
下
流
の
手

書
の
滝
方
面
へ
と
流
れ
て
行
く
。

今
か
ら
六
十
余
年
前
、
ま
だ
三
、

四
才
だ
っ
た
と
思
う
。
流
れ
が
山
裾

に
当
る
と
こ
ろ
に
、
大
洪
水
の
時
に

洗
い
流
さ
れ
て
壊
れ
た
堤
防
が
あ
っ

た
。
そ
の
堤
防
の
下
に
は
澄
ん
だ
水

が
流
れ
二
人
で
、
ハ
ヤ
や
カ
ジ
カ
、

メ
ダ
カ
等
が
棲
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
子
供
達
止
、
釣
針
に
ゴ
ハ

ン
粒
を
つ
l
す
、
糸
・
を
お
ろ
し
魚
を
つ

り
上
げ
て
い
た
。
私
は
あ
る
午
後
、

兄
や
そ
の
友
達
五
～
六
人
に
つ
れ
ら

れ
、
そ
こ
で
見
よ
う
見
ま
ね
で
釣
糸

を
お
ろ
し
、
三
〇
セ
ン
チ
程
の
穴
の

下
に
魚
の
く
る
の
を
待
ち
う
け
た
。

兄
達
は
何
匹
か
釣
上
げ
喜
ん
で
い
た

が
、
自
分
の
針
に
は
く
い
つ
い
て
く

れ
な
か
っ
た
。

日
象
に
な
り
皆
ワ
イ
ワ
イ
云
っ
て

家
路
に
つ
く
こ
と
に
な
り
　
「
お
前
は

小
さ
い
か
ら
一
緒
に
帰
ろ
う
」
　
と
云
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l

わ
れ
た
が
、
魚
が
あ
ら
わ
れ
て
針
の

え
さ
を
央
っ
突
い
て
い
る
姿
が
続
い

て
い
た
だ
け
に
、
ど
う
し
て
も
帰
れ

ず
ひ
と
り
の
こ
り
、
l
心
に
魚
の
吸

い
つ
く
の
を
待
っ
た
。

多
分
小
一
時
間
も
た
っ
た
だ
ろ
う

か
、
静
か
さ
の
中
で
気
を
許
し
た
の

だ
ろ
う
か
、
急
に
魚
が
餌
を
の
み
こ

ん
だ
。
魚
が
糸
を
引
い
た
。
あ
の
ズ
、

ズ
、
ズ
ッ
と
引
く
感
触
、
ア
ー
・
つ
れ

た
、
つ
れ
た
。
私
は
l
心
ふ
ら
ん
l
こ

糸
を
た
ぐ
り
上
げ
た
。
魚
は
針
を
飲

み
込
み
糸
の
先
で
暴
れ
た
。

私
は
こ
の
時
、
感
動
で
涙
が
と
め

で
な
く
で
た
。
糸
の
先
で
針
を
飲
み

込
ん
で
暴
れ
る
魚
を
つ
る
し
た
ま
ま
、

日
暮
た
適
を
無
我
夢
中
で
家
に
と
び

帰
っ
た
。

あ
の
故
郷
の
川
、
あ
の
魚
と
の
吸

気
餃
べ
と
も
い
え
る
た
た
か
い
、
し

つ
こ
さ
。
あ
の
釣
上
げ
た
と
き
の
感

動
、
あ
の
涙
。
三
才
か
四
才
の
時
の

記
憶
が
六
十
余
年
を
経
た
今
も
忘
れ

ら
れ
ず
、
新
鮮
に
よ
み
が
え
る
故
郷
。

あ
の
故
郷
の
初
体
験
の
あ
の
釣
が
、

我
が
人
生
を
振
り
立
っ
て
見
て
、
束

ド
ー
に
身
に
つ
い
て
い
て
、
取
れ
な
い

て
い
る
。

皆
で
支
え
今
っ
福
祉
の
町
に

鼻
田
町
社
会
福
永
協
親
会
長

内

港

利

幸

東
京
真
田
町
の
合
の
総
合
に
出
席
し
て

真
田
町
商
工
会
事
務
局
長

美
し
い
自
然
が
一
杯
残
る
亘
東
町
、

黄
金
の
波
、
そ
し
て
真
東
な
り
ん
ご
、

ど
こ
ま
で
も
澄
み
渡
っ
た
青
い
空
、

皆
さ
ん
の
故
郷
は
元
気
で
す
。

東
京
真
田
町
の
合
の
皆
さ
ん
に
は

お
元
気
で
ご
活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

去
る
六
月
十
六
日
東
京
真
田
町
の
合

総
合
に
出
席
し
大
変
お
せ
話
に
こ
な
り

級
に
こ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

懐
か
し
い
同
級
生
や
先
輩
の
方
々
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
金
員
の
方
々
は
皆
お

元
気
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
又
皐
に

一
皮
位
は
故
郷
に
足
を
運
ん
で
お
ら

れ
る
ご
様
子
に
、
健
康
な
真
田
人
と

の
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
秋
十
月
か
ら
不
肖
私
が
会
長

と
し
て
社
会
福
祉
の
仕
事
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
冤
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
努
力
し
て
参
る
所
存

で
す
の
で
、
東
京
鼻
田
町
の
金
員
の

皆
様
に
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
政
治
経
済

の
中
心
地
で
あ
る
地
域
に
こ
お
腹
ま
い

の
皆
様
方
l
二
は
、
真
田
町
が
こ
れ
か

ら
で
の
よ
う
に
発
展
し
た
ら
良
い
の

か
、
第
三
者
的
な
立
場
か
ら
も
ご
毅

示
頂
け
れ
ば
幸
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
せ
紀
は
「
高
齢
者
の
せ
紀
」

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
少
子
高

齢
化
が
益
々
進
ん
で
お
り
ま
す
。
長

野
県
民
は
平
均
寿
命
が
全
国
で
ト
ッ

プ
級
で
高
齢
化
率
も
ト
ッ
プ
の
方
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
高
給
者
の
医
療

費
は
全
国
一
低
い
と
の
事
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
妓
康
な
お
年
寄
り

が
多
い
訳
で
あ
り
ま
す
。
七
十
五
才

玖
上
の
後
期
高
齢
者
が
里
鎌
と
し
て
、

農
作
業
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
尊
の
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流

し
て
お
り
ま
す
。

真
田
町
社
会
福
祉
協
読
会
も
高
齢

者
は
も
と
よ
り
障
害
を
お
掲
ら
の
方
、

独
り
暴
ら
し
の
方
、
そ
し
て
介
護
保

険
で
見
て
も
ら
え
な
い
人
達
、
又
保

険
の
対
象
l
こ
な
ら
な
い
枠
外
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
団
体
へ
の
支
援
各

々
に
つ
き
ま
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
共
に
相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
え
、
支
え
ら

れ
る
、
ふ
る
里
づ
く
り
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
支
援

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
東
京
鼻
田

町
の
合
の
益
々
の
ご
粂
展
と
会
員
皆

々
様
ご
娃
勝
を
お
前
愈
申
し
上
げ
ま

す。

倉　東京鼻田町の各会員の皆様に

は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
推

察
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
五
回
東
京
鼻
田
町
の
合
の
総

合
及
び
懇
親
金
が
盛
会
に
こ
開
催
さ
れ

ま

し

た

こ

と

を

心

よ

り

お

慶

び

申

し

上
げ
ま
す
。
私
は
商
工
会
役
員
の
代

理
と
し
て
初
め
て
総
合
に
出
席
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
が
、
創
立
十
五
周
年

と
い
う
節
目
の
総
合
に
出
席
で
き
た

こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
蛮
日

の
総
合
に
は
、
鼻
田
町
か
ら
は
兼
山

町
長
さ
ん
は
じ
め
各
種
団
体
の
代
表

者
十
四
名
の
皆
様
が
出
席
数
し
ま
し

トー。

会
場
で
は
何
十
年
振
り
か
で
棟
か

し
い
皆
嫌
方
に
お
逢
い
し
、
色
々
の

話
し
の
中
か
ら
郡
谷
で
立
派
に
生
活

さ
れ
て
い
る
様
子
を
廉
い
知
る
こ
と

が
出
来
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
港
に
今
回
出
席
す
る
l
こ
当
り

お
逢
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
方
が
お
り
ま
し
た
。
私
が
幼

い
頃
、
菅
平
の
発
電
所
の
責
任
者
と

し
て
ご
苦
労
し
て
戴
い
た
関
谷
監
事

さ
ん
で
す
。
関
谷
監
事
さ
ん
の
こ
と

は
郡
谷
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

真

砂
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姉
に
ふ
れ
親
か
ら
開
い
て
お
り
ま
し

た
が
想
像
し
て
∵
た
通
り
の
立
派
な

方
で
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
五
十
有

余
年
前
菅
平
の
全
戸
に
電
気
が
行
き

届
い
て
い
な
い
時
代
、
背
丈
以
上
の

棟
雪
・
交
通
の
便
の
悪
さ
等
々
の
中

で
の
生
活
を
思
い
出
し
な
が
ら
の
会

話
が
尽
き
る
こ
と
な
く
時
間
の
経
過

を
忘
れ
て
し
ま
う
程
で
し
た
。

故
郷
を
速
く
隠
れ
ら
れ
て
か
ら
長

い
歳
月
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、

皆
枝
方
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
大
変

頑
簸
っ
て
お
ら
れ
る
棟
子
を
具
に
娃

聴
す
る
機
会
が
得
ら
れ
、
そ
の
ご
努

力
・
ご
功
績
に
敬
意
を
衷
す
る
と
共

に
私
自
身
大
変
男
気
づ
け
ら
れ
た
思

い
で
お
り
ま
す
。

二
十
一
せ
紀
に
入
り
長
野
県
も
そ

し
て
真
田
町
も
色
々
な
面
で
大
き
く

変
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
る
面
で
変

ら
な
l
す
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
時
代
と

も
言
え
ま
す
が
、
故
郷
異
田
町
止
ま
こ

の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
大
事
に

護
り
な
が
ら
皆
様
を
温
か
く
お
迎
え

出
来
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
東
京
鼻
田
町
の
合
の
交
流

が
一
層
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
祈
念
す

る
と
共
に
、
金
員
の
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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会
長
選
任
ご
あ
い
さ
つ

ニ
／
】
督

昔
、
武
家
時
代
に
は
男
子
が
十
五

才
に
な
る
と
、
「
元
服
」
　
と
去
っ
て

成
人
の
証
に
留
　
（
マ
ゲ
）
　
を
結
い
大

人
の
着
物
を
着
て
儀
式
を
し
た
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
鼻
田
町
の
合

も
十
五
年
を
経
、
一
人
前
に
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

金
員
相
互
の
懇
親
と
ふ
る
さ
と
真

田
町
と
の
友
好
交
流
を
白
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
本
会
は
、
会
員
総
勢
六

有
名
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。
寅

を
逢
う
ご
と
l
こ
合
の
目
的
は
ま
充
分
達

成
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

真
田
町
か
ら
大
勢
の
方
々
を
お
迎

え
し
て
開
か
れ
る
総
合
の
様
子
を
見

れ
ば
そ
の
憩
親
と
友
好
交
流
の
状
況

は
良
く
解
り
ま
す
。
金
員
一
同
が
頻

を
合
せ
、
そ
し
て
鼻
田
町
の
町
長
さ

ん
、
親
貝
さ
ん
地
異
田
町
か
ら
お
越

し
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
う
最
適
の
場

で
あ
り
ま
す
。

総
合
終
了
後
は
二
博
の
レ
ス
ト
ラ

ン
止
浦
貴
で
す
。
多
分
二
次
会
は
こ

の
日
に
合
せ
て
グ
ル
ー
プ
の
合
や
、

同
級
会
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
L

l

ご

つ

0
又
、
憩
親
と
交
流
l
二
つ
い
て
は
、

情
報
吏
損
の
会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」

顧

　

問

　

三

井

芳

郎

と
新
開
「
し
ら
か
ば
通
信
」
　
の
発
行

の
他
に
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
訪
問
、
ゴ
ル
フ

大
金
　
（
阜
二
回
）
貴
田
町
町
良
ゴ
ル

フ
大
全
参
か
　
（
年
l
回
）
　
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
食
　
（
年
二
回
）
　
等
が
ご
ざ

い
ま
す
。
東
京
と
長
野
間
の
交
通
の

使
が
良
く
な
り
、
各
自
帰
郷
の
回
数

が
多
く
な
っ
た
せ
い
で
し
上
う
か
、

長
逝
は
ふ
る
さ
と
訪
問
の
参
加
者
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
鼻
田
町
関
係

者
と
の
懇
親
会
と
景
勝
地
や
神
社
仏

閣
史
跡
等
を
探
訪
す
る
施
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
も
っ
と
大
勢
の
方
の

ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
の
他
に
二
は
真
田
町
振
興
公
社
よ

り
金
員
の
皆
さ
ん
に
　
「
ふ
る
さ
と
の

特
産
品
」
　
の
ご
案
内
が
毎
年
有
り
ま

す
。
申
し
込
み
ま
す
と
そ
の
品
々
の

他
に
色
々
と
心
の
こ
も
っ
た
オ
マ
ケ

が
送
ら
れ
て
来
ま
す
。
都
合
に
居
乍

ら
に
し
て
ふ
る
さ
と
の
味
と
呑
り
が

楽
し
め
る
訳
で
す
。
更
に
大
勢
の
方

に
申
し
込
み
を
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

玖
前
二
回
、
日
本
ダ
ボ
ス
に
　
「
サ

ー
ク
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
　
の
ご
紹
介

を
し
ま
し
た
。
鼻
田
町
の
独
身
男
性

が
都
合
か
ら
花
嫁
さ
ん
を
募
集
す
る

企
晶
で
あ
り
ま
す
。
十
年
前
に
十
二

人
い
た
金
員
の
中
か
ら
五
人
が
結
賭

さ
れ
ま
し
た
。
今
の
金
異
数
は
六
人

で
す
が
こ
れ
か
ら
も
会
員
を
増
や
し

た
い
と
申
し
て
居
り
ま
す
。
合
で
は

岳
年
、
見
場
の
キ
ャ
ン
プ
や
冬
の
ス

キ
ー
を
通
し
て
独
身
女
性
と
交
流
を

深
め
る
場
所
を
設
定
し
て
カ
ッ
プ
ル

誕
生
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
、
お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
真

田
町
農
林
課
下
平
さ
ん
　
（
屯
話
、
〇

二
六
八
・
七
二
・
四
三
三
〇
）
　
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
私
も
、
も

っ
と
も
っ
と
多
く
の
女
性
が
、
ふ
る

さ
と
真
田
町
に
お
嫁
入
り
く
だ
さ
い

ま
す
こ
と
を
額
っ
て
居
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
六
月
の
総
合
に
て
金

員
の
皆
さ
ん
の
ご
了
解
を
得
ま
し
て

会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
合
設

立
時
、
役
場
の
方
々
の
ご
依
頼
に
こ
て

合
計
理
事
と
事
務
局
を
お
引
き
史
l
†

し
ま
し
て
十
年
、
会
長
四
年
計
十
四

年
間
大
過
な
く
ご
奉
仕
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

丁
度
、
会
設
立
の
数
年
前
に
、
私

は
第
二
の
人
生
に
と
小
さ
な
会
社
を

経
営
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
自
分
の
会
社
の
事
務
所

を
、
会
設
立
玖
央
十
四
年
間
、
合
の

事
務
所
と
し
て
自
由
l
こ
使
用
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
こ
y
二
日
ま
大
変
幸
福
な

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

合
長
戴
豆
二
期
四
年
が
ベ
ス
ト
と

思
い
適
任
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
塩
沢
新
会
長
を
中
心
に
副
会
長
や

他
の
役
員
の
皆
さ
ん
が
若
い
カ
を
合

わ
せ
て
、
合
の
益
々
の
発
展
に
ご
尽

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
期
待
激
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
在
任
中
、

十
四
年
間
に
亘
り
御
指
導
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
真
田
町
の
町
長
さ
ん

初
め
役
場
の
皆
さ
ん
、
親
貝
の
皆
さ

ん
、
諸
団
体
の
役
員
の
み
な
さ
ん
、

本
当
l
こ
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
素
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
東
京
鼻
田
町
の
合
金
東
の
皆

さ
ん
と
復
活
の
皆
さ
ん
、
ほ
ん
と
に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

こ

こ

に
衷
心
上
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
員
の
皆
々
様
の
御
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、
ふ
る
さ
と
鼻
田
町

の
益
々
の
ご
糸
展
を
前
金
申
し
上
げ

て
会
長
選
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

東
京
真
田
町
の
金
参
加
に
つ
き

食
生
活
改
尊
推
進
協
議
会
副
会
長

食
生
活
改
昔
推
進
協
議
会
会
長
吉

田
さ
ん
の
代
理
に
て
東
京
異
田
町
の

合
に
参
か
さ
せ
て
頂
き
、
楽
し
い
一

日
を
あ
っ
と
い
ふ
間
に
時
の
過
ぎ
る

の
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
鼻
由
町
よ

り
こ
ん
な
l
こ
も
大
勢
の
方
途
が
上
京

さ
れ
て
い
た
事
を
知
り
驚
き
で
す
。

又
十
五
年
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
此
の

合
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
、
又
懐

か
し
く
手
を
取
り
合
い
今
年
も
逢
え

た
よ
ろ
こ
び
を
身
体
い
っ
ぱ
い
に
哀

し
語
り
合
う
裸
子
を
、
ほ
・
え
ま
し

く
感
じ
て
来
ま
し
た
。

と
て
も
語
り
合
い
の
輪
の
中
に
入

れ
て
も
ら
う
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
し
ば
ら
く
時
の
流
れ
に
こ

任
せ
て
居
り
ま
し
た
。
東
京
で
そ
れ

ぞ
れ
に
し
っ
か
り
と
枚
を
下
ろ
し
成

功
さ
れ
て
い
る
種
子
を
お
聞
き
し
ま

小

市

八

重

子

し
た
が
、
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
l
†

て
お
励
み
下
さ
る
事
を
真
田
町
よ
り

お
祈
り
し
ま
す
。

私
も
真
田
町
に
嫁
ぎ
四
十
五
年
に

な
り
ま
す
。
す
っ
か
り
異
田
町
の

住
人
と
な
り
、
一
昨
年
食
生
活
改
首

推
進
協
議
会
の
長
い
名
前
を
頂
き
二

年
l
こ
成
り
ま
す
。
生
活
習
順
病
と
か

健
康
で
質
の
高
い
長
寿
社
会
実
現
に

む
l
†
妓
康
管
理
の
大
切
さ
、
格
に
食

事
に
つ
い
て
は
毎
日
の
事
な
の
で
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
お
料
理

等
、
こ
の
二
年
間
鼻
田
町
の
栄
養
士

山
崎
八
重
子
先
生
の
教
え
の
も
と
で

学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
鼻
田
町
発
展
の
為
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
な
ら
と
思

い
、
出
来
る
か
ぎ
り
頑
絶
っ
て
生
き

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
十
五
合
総
会
・

懇
親
会
の
ご
報
告

事
務
局
長
山
　
口
　
元
彦

（
棟
沢
出
身
）

六
月
十
六
日
（
日
）
、
全
員
九
十
七
名
、

真
由
町
か
ら
十
四
名
、
計
百
十
一
名
が

出
席
し
て
、
第
十
五
回
総
合
・
憩
親
谷

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
信
渡
の
国
」
　
の
斉
唱
で
厳
粛
な
気

介
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
三
井
芽
解
合

長
が
、
町
長
を
初
め
町
の
渚
卦
野
で
ご

活
躍
の
方
々
が
早
朝
出
立
し
て
駆
け
つ

け
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
静
岡
県
、
茨
城

県
、
）
葺
県
な
ど
遠
方
息
む
多
数
の

全
員
が
参
加
さ
れ
た
こ
と
に
お
礼
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
全
長
は
二
期
四
年
く

ら
い
で
交
代
す
る
の
が
適
切
と
考
え
る

の
で
自
分
は
今
回
で
選
任
す
る
が
、
今

後
と
も
真
申
町
の
合
が
発
展
す
る
よ
う

期
待
す
る
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

箱
山
好
猷
真
田
町
長
は
、
ふ
る
さ
と

の
町
民
を
代
泉
し
て
十
五
回
総
合
を
お

祝
い
す
る
旨
、
ま
た
、
現
在
町
で
は
市

町
村
合
併
問
題
が
措
ち
上
が
っ
て
お
り
、

中
学
校
の
通
学
圏
親
蝮
か
ら
高
校
の
通

学
圏
規
模
へ
の
肱
大
に
向
け
て
、
町
内

の
全
て
の
区
を
く
ま
な
く
ま
わ
り
区
民

と
話
し
合
っ
た
り
、
二
十
歳
玖
上
の
町

民
仝
膏
ハ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
り
し
て

意
見
を
聞
い
て
い
る
こ
と
を
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
会
務
・
合
計
・
監
昼
親
書
及

び
事
業
計
晶
と
予
算
を
息
親
し
溝
揚
一

致
で
永
認
し
、
ま
た
、
金
男
の
居
住
範



第15号日　本　ダ　ボ　ス

：．奉幸一喜‥・弓責苦童至

．こi鏑■－▼一・・・・i一一が　＿一・一一一

符を撃て一▲〟W　　仙川…▼－一　W¶

ド　漁　ぶ誉

9

圏
を
「
首
都
圏
及
び
そ
の
周
辺
地
域
」

l
こ
拡
大
す
る
会
則
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
役
員
の
改
選
が
あ
り
、
塩
沢

和
政
副
会
長
が
新
会
長
に
遽
ば
れ
、
三

井
前
会
長
は
級
間
l
こ
就
任
し
た
ほ
か
、

1
9
頁
に
精
鋭
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

トー。

塩
沢
新
会
長
は
大
日
向
の
出
身
で
、

昭
和
二
十
七
年
に
中
学
校
を
卒
業
し
て

上
京
し
た
の
で
、
傍
陽
や
木
原
の
方
々

を
あ
ま
り
存
じ
上
げ
な
い
が
、
一
生
懸

命
努
め
る
の
で
、
町
及
び
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
‥
す

る
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

懇
親
会
の
部
で
は
、
小
林
孝
雄
顧
問

が
歓
迎
の
挨
拶
に
立
ち
、
鼻
田
町
が
毎

年
新
し
い
施
策
を
誰
、
め
て
い
る
こ
と
、

と
り
わ
け
男
女
共
生
、
食
生
活
改
首
な

ど
町
民
個
々
の
福
祉
を
考
え
た
活
動
を

雅
漣
し
て
い
る
こ
と
に
故
意
を
哀
し
ま

し
た
。
ま
た
、
佐
藤
公
皇
鼻
由
町
範
会

議
長
は
祝
辞
の
中
で
、
合
併
問
題
は
地

域
の
活
性
化
に
役
立
つ
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
、
都
市
主
導
型
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
、
束
l
吊
鼻
田
町
の
合

の
総
合
・
憩
親
合
に
町
在
住
の
者
が
参

加
す
る
一
息
大
き
な
悪
風
は
、
ふ
る
さ

と
の
方
言
で
話
す
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
柳
沢
卓
二
郎
金
員
が
発
言

を
求
め
、
静
岡
県
で
行
わ
れ
た
新
田
次

郎
氏
の
碑
の
除
森
泉
で
、
長
野
県
人
全

角
二
十
数
名
が
、
菰
訪
出
身
の
新
田
氏

が
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
「
信
濃

の
国
」
を
歌
っ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、

こ
の
合
で
も
「
信
濃
の
国
」
を
み
ん
な
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で
歌
う
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
半
田
幸
弘
含
ハ
が
、

乾
杯
の
音
頭
に
先
立
ち
、
人
口
の
減
少

と
い
う
日
本
民
族
が
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
事
地
が
起
き
て
い
る
の
で
、

町
の
外
に
出
て
い
ろ
者
も
町
の
隆
盛
を

図
る
た
め
協
力
す
る
姐
要
が
あ
る
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

食
事
を
し
な
が
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
、
第
一
部
が
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
バ
ン

ド
演
奏
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
、
身
体
で
拍

子
を
と
り
な
が
ら
聞
き
入
る
人
、
か
わ

い
い
娘
さ
ん
の
ダ
ン
ス
に
見
と
れ
る
人

な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま

し
た
。
第
二
串
は
隠
し
芸
大
金
で
、
鼻

田
町
教
育
書
ハ
合
の
大
塚
英
男
氏
の
尺

八
演
奏
、
小
市
英
一
氏
の
　
「
無
法
松
の

一
生
」
、
後
藤
静
子
氏
の
「
湖
畔
の
痛
」
、

勝
田
昭
子
氏
の
　
「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
、

中
島
正
江
氏
の
日
本
舞
踊
と
続
き
、
最

後
は
箱
山
町
長
と
鈴
木
邦
子
氏
の
　
「
麦

畑
」
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
、
町
長
さ
ん
は

野
良
着
に
友
わ
ら
帽
子
で
鍬
を
猪
ら
、

鈴
木
氏
も
鎌
を
括
っ
て
の
熱
唱
・
熱
演

で
や
ん
や
の
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

檀
例
の
輪
踊
り
と
「
ふ
る
さ
と
」
斉

唱
の
あ
と
、
町
の
宮
島
忠
雄
区
長
全
長

と
柳
沢
喜
三
串
全
角
の
音
頭
で
相
互
に

百
歳
の
交
換
を
し
て
聞
合
し
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
で
は
な
い
お
や
つ
と
し
て
開
発

さ
れ
た
町
の
特
産
品
「
穴
山
小
助
ま
め
」

を
お
土
産
l
こ
い
た
だ
い
て
解
散
し
ま
し

トー。
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忘

　

れ

　

難

　

い

　

ひ

H
、
十
四
、
六
、
十
六
　
（
日
）
東
京

真
田
町
の
合
第
十
五
回
総
合
が
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
行
な
わ
れ
、
ふ
る
里

鼻
田
町
か
ら
は
箱
山
町
長
さ
ん
を
初
め

真
田
町
を
代
表
さ
れ
る
多
く
の
皆
様
の

ご
臨
席
の
も
と
、
県
歌
「
信
渡
の
回
」

の
大
合
唱
に
よ
り
そ
の
開
幕
と
な
っ
た
。

放
て
総
合
前
半
の
各
氏
の
挨
拶
、
決

昇
報
告
等
は
別
条
さ
せ
て
戴
こ
う
。
既

に
会
場
l
ま
宴
席
へ
と
姿
を
替
え
、
各
自

好
み
の
酒
肴
を
自
席
の
テ
ー
ブ
ル
に
運

び
、
飲
む
程
に
酔
う
程
に
会
話
も
弾
み

和
や
か
な
談
笑
は
止
ま
る
を
知
ら
ず
、

そ
の
様
な
な
か
「
レ
イ
・
カ
バ
リ
リ
ー
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
リ
ズ

ム
に
乗
せ
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
絹
子
達
の

そ
の
セ
ク
シ
ー
な
姿
態
、
注
が
れ
る
傲

笑
ま
し
い
服
差
t
の
ム
ー
ト
に
裁
年
齢

を
忘
却
せ
り
。
次
に
出
席
者
に
よ
る
隠

し
芸
大
金
－
如
何
に
相
成
る
か
と
期
待

充
分
、
先
ず
は
金
員
に
よ
る
尺
八
の
独

奏
、
し
み
し
み
と
し
た
音
色
は
や
は
り

我
々
日
本
人
l
：
は
ピ
ッ
ダ
リ
だ
。
哀
調

を
帯
び
た
信
州
民
謡
他
数
曲
を
堪
能
し

た
。
次
な
る
漬
し
も
の
は
真
田
町
と
東

京
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
好
猷
さ
ん
、

邦
子
さ
ん
お
二
人
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
あ

y

」

　

‥

こ

　

≒

J柳

沢

　

　

賓

（
萩
出
身
）

の
コ
ミ
ッ
ク
ソ
ン
グ
「
麦
畑
」
だ
。
私

は
敢
え
て
こ
の
様
な
柔
ら
か
な
丈
旅
の

な
か
で
は
失
礼
も
顧
み
ず
、
肩
書
き
や
、

苗
字
は
不
粋
で
あ
ろ
う
、
こ
ん
な
思
い

で
好
猷
さ
ん
、
神
子
さ
ん
と
呼
ば
せ
て

頂
き
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
を
…
お
二
方

に
は
小
道
具
ま
で
ご
用
意
、
リ
ハ
ー
サ

ル
無
し
の
本
息
で
ア
ド
リ
ブ
を
交
え
更

に
l
ま
感
情
い
っ
ぱ
い
の
唄
と
ゼ
ス
チ
ャ

ー
、
私
は
腸
が
頼
れ
ん
許
り
に
笑
っ
て

笑
っ
て
、
こ
ん
な
に
笑
っ
た
の
は
何
年

ぶ
り
た
ろ
う
。
会
場
は
万
雷
の
拍
手
喝

采
に
沸
き
に
湧
い
た
、
仝
頁
を
こ
ん
な

に
ま
で
娯
し
ま
せ
て
呉
れ
た
、
好
猷
さ

ん
邦
子
さ
ん
l
：
ほ
あ
ら
た
め
て
心
か
ら

の
柏
手
を
贈
り
た
い
。

放

て

、

話

題

を

少

し

番

え

て

み

ま

し

ょ
う
。
当
日
上
京
さ
れ
た
大
庭
区
出
身
、

鼻
田
町
町
議
会
副
議
長
三
井
博
文
さ
ん

と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
幸
運
に
恵
ま

れ
、
既
に
過
ぎ
去
り
し
昭
和
初
期
の
頃

の
話
題
を
冬
め
多
く
の
先
輩
諸
氏
に
ご

登
場
を
頂
き
話
も
尽
き
る
を
知
ら
ず
、

ユ
小
既
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
お
名
前
な
ど

も
在
り
、
勿
論
こ
の
中
に
は
博
文
さ
ん

の
ご
父
君
為
平
さ
ん
も
ご
登
場
い
た
だ

い
た
。
亦
箱
山
町
長
さ
ん
ご
挨
拶
に
も

あ
り
ま
し
た
、
市
町
村
の
合
併
問
題
等

は
や
は
り
私
達
他
郷
に
在
る
者
に
と
っ

て
も
無
関
心
で
は
早
b
れ
な
い
。
想
い

出
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
ふ
る
里
、
愛

し
て
止
ま
な
い
ふ
る
里
敦
に
、
然
し
乍

ら
時
間
の
短
さ
、
語
り
尽
せ
な
い
も
ど

か
し
さ
を
感
し
た
の
は
博
文
さ
ん
も
私

も
同
し
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
ん
な
思
い

を
し
乍
ら
宴
会
は
枕
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

並
づ
い
て
い
る
。
幼
い
頃
の
忘
れ
粗
い

山
や
川
、
北
信
豊
田
村
出
身
の
作
詞
家

高
野
辰
え
に
か
か
わ
る
昔
話
「
故
郷
」

を
全
員
手
を
繋
ぎ
輪
と
な
り
合
唱
と
な

る
。
私
は
こ
の
歌
の
歌
詞
三
患
「
恵
を

果
し
何
時
の
目
に
か
帰
ら
ん
」
、
故
郷

を
後
l
こ
他
郷
に
生
活
す
る
者
に
は
、
こ

の
〓
鱒
は
本
当
に
心
に
シ
ー
ン
と
逸
る

一
節
だ
。
私
自
身
幾
度
こ
の
一
節
を
ロ

l
こ
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
苦
境
に

あ
る
碑
ど
の
位
こ
の
t
節
に
励
ま
さ
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

私
の
書
棚
に
は
真
田
町
誌
仝
五
番
、

創
刊
号
玖
束
の
会
報
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
、

傍
陽
小
学
校
開
校
有
年
議
、
旧
傍
藤
村

粂
刊
の
報
国
誌
、
日
清
日
露
の
役
以
来

従
軍
さ
れ
た
人
達
の
軍
歴
記
録
等
、
永

久
保
存
の
形
で
大
切
に
大
事
に
保
管
さ

れ
て
い
る
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
総
合
並
び

に
懇
親
会
を
企
岳
さ
れ
た
事
務
局
の
皆

様
、
役
只
の
皆
彼
方
に
は
心
か
ら
の
謝

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
真
田
町
の
合
に
出
席
し
て

さ
む
だ
男
女
共
生
町
民
の
各

会

　

長

　

牧

野

雅

子

東
京
鼻
田
町
の
合
総
合
に
ご
招
待
い

た
だ
き
、
鯛
七
時
真
田
町
を
虫
農
東
京

へ
向
う
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
3
8
年
前
に
上

京
し
た
日
の
事
を
思
い
出
し
乍
ら
会
場

へ
参
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
昭
和
3
9
年
3
月
1
6
日
私
が
結
賭

し
て
故
郷
を
離
れ
た
日
で
す
。
小
雪
の

舞
う
寒
い
朝
で
し
た
。
い
つ
も
喧
嘩
ば

か
り
し
て
い
た
妹
達
も
こ
の
日
ば
か
り

は
、
泣
き
乍
ら
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

伊
豆
へ
着
い
た
時
は
躾
の
花
が
咲
い
て

い
て
、
雪
と
横
の
逢
い
l
こ
驚
い
た
の
も

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
想
い
出
の
l

つ
で
す
。
又
初
め
て
帰
郷
し
た
時
、
碓

氷
峠
を
越
え
浅
間
山
が
見
え
た
時
は
、

あ
ー
故
郷
へ
帰
っ
て
来
た
‥
・
と
の
思
い

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
実

家
か
ら
見
え
る
烏
帽
子
岳
に
　
〝
ふ
る
さ

と
の
山
に
向
い
て
言
う
こ
と
な
し
　
ふ

る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
〟
‥

と
し
み
し
み
話
し
か
け
た
も
の
で
す
。

七
年
近
く
東
京
で
過
ご
し
た
私
を
支
え

て
く
れ
た
の
も
、
や
は
り
涙
と
と
も
に

思
い
出
す
故
郷
の
こ
と
で
し
た
。
父
母
、

兄
妹
弟
、
友
、
山
、
川
、
林
…
思
い
は

尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

真
田
町
へ
戻
っ
て
3
2
年
、
も
う
思
い

出

す

こ

と

も

な

く

過

ご

し

て

居

り

ま

し

た
が
不
忠
親
と
昨
日
の
こ
と
の
様
に
思

い
出
し
た
の
で
す
。

会
場
で
は
中
学
卒
業
玖
来
思
い
も
よ

ら
な
い
人
に
も
お
逢
い
出
来
ま
し
た
し
、

同
級
生
4
名
同
年
生
2
名
、
お
互
い
年

は
し
た
け
ど
あ
の
時
と
変
ら
な
い
笑
額
、

声

は

昔

の

ま

ま

で

し

た

。

櫨

か

し

く

も

っ
と
話
が
し
た
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
い

一
時
で
し
た
。

故
郷
を
絶
れ
都
合
で
星
ら
す
皆
様
が

束
帯
具
田
町
の
合
と
し
て
年
に
一
回
集

い
逢
え
た
事
を
喜
び
、
語
り
、
風
合
を

期
し
て
又
明
日
か
ら
の
励
み
と
さ
れ
、

故
郷
鼻
田
町
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
こ
の

合
も
1
5
回
と
の
こ
と
、
感
謝
の
気
祐
ら

て
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

皆
様
の
胸
に
描
い
て
お
ら
れ
る
故
郷

を
い
つ
ま
で
も
変
る
こ
と
な
く
守
っ
て

行
く
の
が
真
由
町
に
住
む
私
達
の
役
目

と
し
て
、
皆
様
の
お
気
特
に
応
え
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
は
婦
人
会
活
動
で
ほ
た
る
l
こ
関
わ

り
、
ほ
た
る
を
増
や
そ
う
と
現
在
も
そ

の
活
動
は
仲
間
と
続
け
て
い
ま
す
。
ほ

た
る
の
た
く
さ
ん
飛
び
交
う
夢
を
見
つ

・
孫
と
カ
ワ
ニ
ナ
の
様
子
を
見
に
行
く

の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
さ
む
だ
男
女
共
生
町
民
の
合
」
　
と

し
て
　
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
で
な
く
、

人
が
人
と
し
て
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
と
も
に
輝
く
こ
と
が
で
き
る

ま
ら
　
誰
も
が
心
豊
か
l
二
束
心
し
て
暴

せ
る
ま
ら
　
こ
の
様
な
真
田
町
を
目
指

し
男
女
共
同
参
晶
社
会
の
実
現
に
向
け

東
リ
組
ん
で
居
り
ま
す
。

東
京
鼻
田
町
の
合
の
皆
様
に
感
謝
し

つ
・
思
い
出
す
ま
ま
に
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ふ
る
里
訪
問
に
参
加
し
て

柴
　
田
　
小
夜
　
子

十
一
月
二
日
早
網
、
約
滴
駅
を
出
発

し
て
一
路
、
山
梨
の
一
書
尤
寺
へ
向
か

っ
た
。
紅
葉
の
景
色
を
な
が
め
な
が
ら

さ
ら
に
昇
仙
塊
に
廻
り
、
山
肌
の
み
ご

と
な
自
然
の
造
形
に
目
を
見
は
り
、
大

キ
ャ
ン
バ
ス
を
見
て
い
る
よ
う
な
一
瞬

で
し
た
。
絵
ハ
カ
キ
や
テ
レ
ビ
で
見
て

い
た
時
と
l
ま
比
べ
ら
れ
な
い
美
し
さ
に

感
激
で
し
た
。

ま
っ
白
に
雪
化
粧
し
た
八
ヶ
岳
を
目

の
前
l
こ
広
が
っ
た
草
原
の
中
に
、
直
径

四
十
五
m
と
い
う
世
界
最
大
の
電
波
望

遠
鏡
が
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
し
た
。
周

り
に
は
沢
山
の
ミ
リ
波
干
渉
計
も
有
り
、

こ
ん
な
山
頂
l
ニ
す
ご
い
物
が
出
来
た
も

の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
「
巨

大
プ
ラ
ソ
ク
ホ
ー
ル
の
粂
見
」
　
「
生
ま

れ
た
て
の
銀
河
の
農
見
」
等
、
星
の
誕

生
や
苑
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
棟
に
な

っ
た
ん
て
す
わ
。
す
ご
∵
‥
中
学
生

の
頃
、
星
を
見
る
の
が
好
き
で
里
の
観

測
等
し
て
い
た
時
、
先
生
に
　
「
み
ん
な

が
大
人
に
な
る
頃
に
は
手
宙
施
行
が
出

来
る
様
な
時
代
に
な
る
か
も
知
れ
な
い

よ
」
と
言
わ
れ
た
事
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
本
当
l
：
そ
ん
な
時
が
く
る
の
か
も

あ
た
り
は
真
っ
暗
に
成
っ
て
い
ま
す
。

痛
の
菅
平
へ
と
急
ぐ
…
平
成
十
二
年
に

「
菅
平
高
原
温
泉
」
が
オ
ー
プ
ン
に
成

り
ま
し
た
。
今
夜
は
温
泉
で
ゆ
っ
く
り

と
暖
ま
り
、
山
菜
会
席
で
お
腹
も
い
っ

（
菅
平
出
身
）

ぱ
い
、
幸
福
な
一
日
で
し
た
。

鯛
一
息
温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
、
目

の
前
の
山
々
に
広
が
る
カ
ラ
マ
ツ
の
紅

葉
の
間
の
雪
が
ま
ぶ
し
く
光
っ
て
い
る

我
が
ふ
る
里
の
初
冬
の
景
色
を
久
し
ぶ

り
に
満
喫
し
ま
し
た
。
朝
食
後
は
真
由

氏
屋
改
称
に
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
、
そ
ろ
そ
ろ
お
昼
、
お
い
し
い
お

は
ぎ
　
（
く
る
み
み
そ
、
す
り
ご
ま
）
　
と

そ
ば
す
い
と
ん
に
お
腋
も
満
足
、
幸
福

だ
な
あ
＝
…
途
中
、
そ
れ
ぞ
れ
お
み
や

げ
等
を
見
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

気
心
の
知
れ
た
方
々
と
の
楽
し
い
ふ

る
里
訪
問
で
し
た
が
、
も
っ
と
多
く
の

方
が
参
加
し
て
い
た
た
り
た
ら
良
か
っ

た
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
に
つ
い
て

半
　
田
　
幸
弘

（
中
城
適
出
身
）

我
国
に
於
い
て
戦
後
、
経
済
的
、
丈

化
的
条
件
が
向
上
す
る
と
共
に
、
港
外

か
ら
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
が
普
及
し
た
が
、

特
に
ゴ
ル
フ
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
だ

れ
に
で
も
プ
レ
イ
が
可
能
で
あ
っ
て
、

単
独
で
も
数
人
で
も
数
十
人
有
人
の
グ

ル
ー
プ
で
も
1
パ
ー
テ
ィ
が
4
人
玖
内

の
組
み
合
わ
せ
で
競
技
も
出
来
る
こ
と

か
ら
、
現
雇
は
ま
各
種
団
体
及
び
階
層
で

一
般
的
な
親
睦
の
た
め
の
競
浪
合
の
開

催
が
宜
易
と
な
っ
た
。

一
、
ゴ
ル
フ
の
発
嬉

ゴ
ル
フ
の
起
源
と
な
る
農
耕
地
に
つ

い
て
は
3
カ
所
の
乾
が
あ
る
。

（
イ
）
今
か
ら
1
0
0
0
年
以
上
前
の
西

暦
九
四
三
年
中
国
南
唐
の
史
書
の
中
に

「
ツ
イ
ワ
ン
」
　
と
呼
ん
だ
硬
い
石
に
近

い
ボ
ー
ル
を
棒
状
の
も
の
で
円
内
に
打

ち
込
ん
で
1
ホ
ー
ル
に
終
わ
る
競
技
の

記
録
が
あ
る
。
明
代
に
描
か
れ
た
窒
余

行
楽
園
　
（
故
官
博
物
院
蔵
品
）
　
に
宜
索

が
プ
レ
イ
し
た
姿
が
あ
る
。

（
ロ
）
　
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
発
祥
親

も
あ
る
が
正
確
な
記
録
は
無
い
。

（
ハ
）
英
国
北
海
地
方
の
牧
場
で
牧
喜

連
が
牛
を
見
級
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
作

っ
た
ボ
ー
ル
を
棒
状
の
シ
ャ
フ
ト
で
競

技
を
し
た
と
の
親
が
あ
り
、
プ
リ
ダ
ニ

ア
の
北
方
、
現
在
の
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
ス
近
く
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
マ
ッ
セ

ル
バ
ラ
と
云
っ
た
　
（
ゴ
ル
フ
の
聖
地
）

が
現
在
の
ゴ
ル
フ
の
起
源
で
あ
る
。

然
し
正
確
な
時
期
は
解
ら
な
い
。
最

古
の
記
録
は
一
四
五
七
年
　
（
現
在
は
二

〇
〇
二
年
）
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
談
合
が

発
令
し
た
「
プ
ル
フ
禁
止
令
」
を
現
代

ゴ
ル
フ
の
発
祥
の
原
点
と
す
べ
き
で
あ

ろ
ス
ノ
。

二
、
ゴ
ル
フ
普
及
の
経
緯

（
イ
）
　
ゴ
ル
フ
は
英
国
に
於
い
て
次
第

に
ゴ
ル
フ
場
、
用
具
に
改
良
が
か
え
ら

れ
て
い
っ
た
。
ホ
ー
ル
協
の
バ
ン
カ
ー

は
強
風
の
時
、
牛
達
の
防
風
の
た
め
の

凹
地
で
あ
っ
た
。

（
ロ
）
ア
メ
リ
カ
に
ゴ
ル
フ
の
最
初
の
一

滴
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
l
八
八
七
年

て
さ
し
て
古
い
話
で
は
な
い
。

一
八
八
七
年
は
明
治
二
十
年
で
伊
藤

博
文
が
首
相
の
産
に
つ
い
て
三
年
目
で

あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ト
か
ら
の
移
民

ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊

外
に
ア
メ
リ
カ
最
初
の
3
ホ
ー
ル
を
作

っ
て
開
始
し
た
。
此
処
に
友
人
を
招
い

て
一
八
八
八
年
二
月
二
十
二
日
に
セ
ン

ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
を
7
「
メ
ー
∴
ン
し
た

6
ホ
ー
ル
を
建
設
し
開
果
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

三
、
我
国
の
ゴ
ル
フ

一
八
六
八
年
英
国
人
ア
ー
サ
ー
・
ヘ

ス
ケ
ス
・
グ
ル
ー
ム
が
二
十
二
才
の
と

き
に
来
日
し
、
神
戸
に
届
を
凍
え
た
。

「
モ
ウ
リ
ヤ
ン
・
ハ
イ
ア
ン
・
ア
ン
ド

・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
創
設
す
る
。
一
九

〇
一
年
　
（
明
治
三
十
四
年
）
　
日
本
に
初

め
て
4
ホ
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
場
を
六
甲
山

に
創
設
し
、
ゴ
ル
フ
史
か
ら
見
た
と
き

彼
の
果
た
し
た
功
績
豆
　
「
天
地
創
造
」

と
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
六
甲
山

ゴ
ル
フ
場
が
克
成
し
て
か
ら
次
第
に
各

地
に
ゴ
ル
フ
場
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

横
浜
根
岸
、
台
湾
嘉
義
、
程
ケ
谷
、
東

京
峯
次
第
に
現
在
の
名
門
ゴ
ル
フ
場
が

淡
生
し
た
。

四
、
ゴ
ル
フ
競
技

ゴ
ル
フ
の
競
枚
合
は
せ
界
の
各
国
に

多
数
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
競
技
会
が
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
全
英
オ
ー

プ
ン
、
全
米
オ
ー
プ
ン
等
撞
め
て
有
名

で
あ
り
我
国
は
J
G
A
の
主
催
す
る
日

本
オ
ー
プ
ン
が
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は

割
愛
す
る
。

五
、
ゴ
ル
フ
場
と
ゴ
ル
フ
道
具

ゴ
ル
フ
場
等
に
＝
就
い
て
詳
し
く
述
べ

る
こ
と
は
紙
数
の
関
係
上
矧
略
し
て
主

と
し
た
事
柄
を
記
述
し
ま
す
。

（
イ
）
ゴ
ル
フ
場
は
ホ
ー
ル
数
1
8
が
基

準
で
9
ホ
ー
ル
ず
つ
ア
ウ
ト
、
イ
ン
に

別
れ
て
い
る
。
ス
ト
ロ
ー
ク
は
7
2
が
一

般
的
で
あ
り
英
国
の
多
年
に
わ
た
る
情

習
等
に
よ
り
兇
在
に
及
ん
だ
規
定
に
従

っ
て
い
る
。

（
ロ
）
　
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
用
具
は
ホ
ー
ル

と
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
て
ゴ
ル
フ
協
金
の
盈

準
た
こ
従
っ
て
製
造
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
の
用
具
の
名
称
は
基
本
的
に
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は
1
番
か
ら
9
息
、
グ
リ
ー
ン
上
で
は

パ
タ
ー
で
プ
レ
イ
す
る
。

1
息
か
ら
9
息
の
ク
ラ
ブ
の
名
称
は

ト
ラ
イ
バ
ー
、
ブ
ラ
ッ
シ
ー
、
ス
プ
ー

ン

、

バ

ソ

フ

ィ

ー

、

ク

リ

ー

ク

、

ミ

ト

ル
ア
イ
ア
ン
、
マ
ッ
、
ン
ィ
、
ス
ベ
イ
ト

マ
ソ
シ
ィ
、
二
プ
リ
ソ
ク
と
云
う
。
現

在
は
パ
タ
ー
を
合
み
、
1
4
本
以
内
と
制

限
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
発
祥
の
頃
止

ク
ラ
ブ
は
1
本
乃
至
4
本
程
度
で
あ
り

材
質
は
木
製
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
材
質

の
変
化
に
よ
り
木
製
、
金
属
と
木
質
も

の
、
金
属
製
が
作
ら
れ
た
（
一
今
後
も
材

質
は
変
わ
る
だ
ろ
う
。

六
、
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ

ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
に
は
J
G
A
の
ル
ー

ル
と
各
ゴ
ル
フ
場
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
プ
レ
イ
す
る
。

決
め
ら
れ
た
ホ
ー
ル
の
打
数
よ
り
一

つ
多
い
の
は
ボ
ギ
ー
、
l
つ
少
な
い
の

は
パ
ー
テ
ィ
　
（
小
鳥
）
　
二
つ
少
な
い
の

は
イ
ー
グ
ル
　
（
鷲
）
　
三
つ
少
な
い
の
は

ア
ル
バ
ト
ロ
ス
　
（
阿
呆
烏
）
　
と
云
う
。

成
績
の
順
序
は
他
の
競
技
と
回
し
で

あ
る
が
、
最
下
位
よ
り
一
つ
手
前
の
順

肱
を
ブ
ー
ビ
ー
と
云
う
が
、
英
国
は
総

て
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
幾
枚
を
楽

し
く
し
て
い
る
。
然
し
誰
が
い
つ
決
め

た
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に

ブ
ー
ビ
ー
と
は
　
（
マ
ヌ
ケ
な
奴
）
　
と
云

う
意
味
で
日
本
で
は
残
金
賓
に
し
た
ほ

う
が
よ
い
。

七
、
ル
ー
ル
に
就
い
て

ル
ー
ル
は
纏
め
て
常
識
的
な
規
定
で

あ
る
が
大
変
厳
し
い
規
定
も
あ
り
表
現

が
複
雑
多
岐
で
あ
っ
て
、
更
l
＝
年
々
変

更
さ
れ
た
り
、
新
し
い
規
定
を
設
け
た

り
す
る
の
で
今
回
止
別
泰
す
る
。

但
し
ル
ー
ル
シ
寺
る
こ
と
l
ま
競
技
プ

レ
イ
上
絶
対
条
件
な
の
で
可
能
な
限
り

勉
強
し
て
ル
ー
ル
知
識
を
充
実
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
異
は
危
険
な
プ
レ
イ

を
し
な
い
こ
と
。
平
均
ハ
ー
フ
を
1
時

間
5
0
分
以
内
を
心
が
け
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
回
数
を
重
ね
る
毎
l
二
知
我
は
豊
膏

に
な
る
。

例
え
は
一
つ
の
例
と
し
て
打
球
が
O

B
か
ロ
ス
ト
の
疑
い
が
あ
っ
て
、
暫
定

球
を
宣
言
し
て
打
っ
た
と
き
、
そ
の
戌

も
O
B
の
場
合
は
史
に
も
う
l
回
打
直

さ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
場
合

は
何
回
打
っ
て
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
無
い
。

そ
の
他
珍
し
い
記
録
で
は
一
生
涯
に

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
た
回
数
が

2
7
回
、
漣
統
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
2
ホ
ー

ル
を
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
成
功
し
た
の

が
1
回
、
ア
ウ
ト
、
イ
ン
各
シ
ョ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
夫
々
1
回
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

達
成
が
1
回
、
2
日
間
の
プ
レ
イ
で

連
続
1
回
ず
つ
達
成
の
記
録
が
あ
る
。

又
同
ホ
ー
ル
で
4
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

う
ち
2
人
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
記
録

し
た
例
が
あ
る
。
但
し
距
艶
は
放
ず
し

も
同
じ
で
は
な
い
。
史
に
1
8
ホ
ー
ル
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
で
ほ
バ
ー
デ
ィ
2
イ

ー
グ
ル
計
1
9
ア
ン
ダ
ー
が
あ
る
。
そ
の

他
で
は
ア
ウ
ト
、
イ
ン
夫
々
3
3
を
何
回

も
記
録
し
た
例
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
テ
ィ

シ
ョ
ッ
ト
が
3
8
0
ヤ
ー
ド
と
ん
だ
記

録
も
あ
る
。
外
国
の
ブ
ル
7
本
l
こ
扱
っ

て
い
る
。

青
柳
丸
亀
　
（
十
の
原
）

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
6
／

1
6
は
「
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
す
る
予
定
に
な
っ
て
居
り
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
現
地
入
り
と
な
り
ま
す
。
L
よ

ろ
し
く
お
頗
い
申
し
上
げ
ま
す
。

荒
木
康
之
　
（
下
原
）

環
境
保
全
事
業
に
努
力
中
で
す
。
環

境
省
よ
り
来
る
6
月
5
日
村
の
大
臣
泉

彰
の
内
示
を
受
け
ま
し
た
。

飯
嶋
最
適
　
（
中
組
）

親
子
で
調
査
士
業
に
頑
絶
っ
て
ま
す
。

日
下
君
江
　
（
萩
・
井
沢
）

い
つ
も
お
世
話
様
で
す
。
体
調
の
都

合
で
な
か
な
か
出
席
で
き
ず
残
金
で
す

が
、
今
回
で
脱
合
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

今
迄
色
々
有
数
う
御
座
い
ま
し
た
。
皆

様
の
御
讐
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

石
巻
伸
夫
　
（
曲
尾
）

専
門
学
校
の
学
生
菅
薦
谷
で
経
骨

し
て
い
ま
す
。

柴
由
小
夜
子
　
（
菅
平
・
市
村
）

お
せ
鴬
嬢
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

甲
中
う
た
子
（
下
原
・
一
本
槍
）

一
度
も
総
合
、
懇
親
会
等
に
出
席
も

せ
ず
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
年
も
と
り
体
の
調
子
が
お
も
わ
し

く

な

く

な

り

ま

し

た

、

す

み

ま

せ

ん

が

墾
合
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

岩
下
　
弘
　
（
下
塚
）

真
田
町
は
妹
に
‥
任
せ
地
元
と
余
り
つ

き
合
い
が
な
く
、
本
金
に
出
席
し
て
も

知
人
が
お
り
ま
せ
ん
。
薪
ご
盛
会
1

堀
篭
連
子
　
（
中
林
遁
・
上
原
）

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
て
み
た

い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
連
休
に
お

屋
敷
公
園
の
1
8
ホ
ー
ル
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
を
見
学
し
て
央
ま
し
た
。

押
椿
米
子
　
（
下
横
道
・
内
川
）

お

せ

話

に

な

り

ま

す

。

L

よ

ろ

し

く

お

願
い
い
た
し
ま
す
。

内
海
車
緒
　
（
大
庭
）

元
気
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

内
海
卯
奇
　
（
大
庭
）

膿
漏
の
た
め
出
席
出
来
ま
せ
ん
。

可
中
静
江
　
（
大
庭
・
内
港
）

い
つ
も
お
知
ら
せ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
は
と
て
も
元
気
で
尾
月

ま
す
が
、
兄
の
法
要
と
同
じ
日
l
こ
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
欠
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
方
お
元
気
で
楽

し
い
合
が
い
つ
ま
で
も
つ
づ
き
ま
十
線

前
金
致
し
ま
す
。

5
月
に
父
に
連
れ
ら
れ
て
見
に
行
っ

た
太
郎
山
の
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
は
美
し

く
、
感
動
し
て
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

内
海
良
三
　
（
大
庭
）

高
齢
者
で
自
由
の
身
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
元
気
で
暮
ら
し
て

居
り
ま
す
。

内
海
家
兄
　
（
大
庭
）

体
調
は
い
た
っ
て
好
調
で
す
。
私
の

勤
務
場
所
は
J
R
新
橋
駅
か
ら
「
ゆ
り

か
も
め
」
に
東
リ
テ
レ
コ
ム
セ
ン
タ
ー

に
て
下
車
し
た
旛
滋
に
建
つ
東
京
港
埠

頭
合
同
庁
舎
で
す
。
事
務
室
　
（
3
階
）

か
ら
ほ
正
面
に
大
井
コ
ン
テ
ナ
ー
埠
頭
、

そ
の
遠
方
に
は
富
士
山
を
、
眼
下
に
は

正
面
に
東
京
港
に
出
入
り
す
る
船
を
左

方
向
に
は
、
羽
甲
空
港
に
租
着
陸
す
る

飛
行
機
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。
り
こ
く
に
そ

れ
ら
が
タ
日
に
映
え
、
や
が
て
明
か
り

が
灯
る
頃
止
絶
景
で
す
。

大
井
啓
二
　
（
真
田
）

い
つ
も
お
世
話
様
に
成
り
ま
す
。
6
7

才
ま
ド
鼻
克
気
で
働
い
て
居
り
ま
す
。

大
久
保
袈
裟
明
　
（
大
日
向
）

元
気
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

大
熊
孝
人
　
（
大
日
向
）

八
月
で
長
野
l
：
帰
る
事
に
な
り
ま
し

た
の
で
合
を
耽
合
さ
せ
て
頂
き
た
く

よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

岩
井
泰
子
　
（
中
原
・
荻
原
）

御
無
沙
汰
し
て
居
り
ま
す
。
し
ら
か

ば
通
信
、
日
本
ダ
ボ
ス
と
‥
つ
も
楽
し

く
拝
見
し
て
居
り
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尾
崎
伸
治
　
（
真
田
）

私
は
元
気
で
居
ま
す
。
昨
年
五
月
妾

が
亡
く
な
っ
た
の
で
五
月
は
法
事
な
の

で
欠
席
し
ま
す
。
L
よ
ろ
し
く

海
瀬
払
司
　
（
曲
尾
）

ご
案
内
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
定
が
あ
り
参
か
出
来
ま
せ
ん
。

清
水
な
か
子
（
曲
尾
・
海
瀬
）

来
し
そ
っ
な
催
物
を
い
ろ
い
ろ
と
ご

準
備
い
た
だ
き
本
当
に
御
釜
労
嫌
で
し

た
。
1
6
日
白
菜
し
み
に
し
て
官
ま
1
7
。
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海
瀬
益
男
　
（
曲
尾
）

病
気
療
養
中
で
遠
出
で
き
ま
せ
ん
の

で
欠
席
し
ま
す
。

清
水
甫
子
　
（
田
中
・
金
子
）

都
合
が
つ
か
ず
輿
企
て
す
が
出
席
出

来
ま
せ
ん
。
御
参
集
の
皆
様
に
よ
ろ
し

く
お
伝
え
下
さ
れ
は
幸
で
す
。
幹
事
の

皆
戒
の
御
旗
康
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

木
島
里
穂
　
（
真
田
）

体
調
が
相
変
わ
ら
ず
ハ
ッ
キ
リ
せ
ず
、

欠
席
し
ま
す
。

中
村
洋
子
　
（
田
中
・
木
下
）

役
員
の
皆
棟
有
簸
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
年
間
行
事
の
一
つ
で
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

久
保
定
泰
　
（
横
沢
）

今
年
中
で
停
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
ゥ
皆
様
御
苦
労
さ
ま
で
す
。

倉
島
妥
三
　
（
角
間
）

今
回
は
都
合
に
よ
り
欠
席
し
ま
す
。

近
頃
は
歳
と
兵
に
室
内
ゲ
ー
ム
が
多
く

な
り
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

小
市
英
一
（
荒
井
）

い
つ
も
お
せ
話
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
と
逢
え
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

小
林
晋
（
横
尾
）
．

多
忙
の
た
め
欠
席
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

小
林
孝
子
　
（
ご
主
人
が
薮
出
身
）

小
味
深
志
の
妻
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生
前
、
夫
が
お
せ
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
礼
の
意
味
を
こ
め
て
一
度
出
席
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

倉
祷
信
郎
　
（
人
軽
井
沢
・
小
林
）

今
回
入
金
致
す
つ
も
り
で
参
加
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

増
山
美
和
子
　
（
曲
尾
・
小
林
）

少
し
返
事
が
盛
れ
ま
し
た
が
、
大
丈

夫
で
し
上
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

岡
村
貞
江
　
（
中
組
・
斎
藤
）

役
貝
の
皆
棟
自
噴
止
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
来
る
6
月
1
6
日
の

総
合
l
：
は
久
し
振
り
に
是
非
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
頼
い
致
し
ま
す
。

梅
山
良
江
　
（
中
組
・
斎
藤
）

色
々
の
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
来
年
は
お
合
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

坂
口
雅
彦
・
花
実
　
（
十
林
寺
）

こ
の
度
、
伊
豆
甲
花
実
（
日
本
航
空
）

と
入
籍
し
、
こ
の
G
W
に
新
居
へ
移
り

ま

し

た

。

二

人

ご

と

も

ど

う

ぞ

宜

し

く

お
願
い
致
し
ま
す
。

滝
沢
信
子
　
（
曲
尾
・
汲
ロ
）

脱
会
致
し
ま
す
。
長
い
あ
い
だ
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
林
公
江
　
（
大
日
向
・
塩
沢
）

お
せ
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
他
の
用
事
と

重
な
っ
て
し
ま
い
残
金
な
が
ら
欠
席
し

ま
す
。
先
日
上
田
鼻
甲
祭
り
で
武
者
行

列
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
。
元
気
に
し

て
お
り
ま
す
。
合
の
重
合
を
請
っ
て
お

り
ま
す
。

鈴
木
マ
ツ
子
　
夫
日
向
・
塩
沢
）

何
時
も
お
せ
話
棟
に
な
り
ま
し
て
有

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

渋
沢
芳
三
　
（
横
尾
）

元
気
で
お
り
ま
す
が
、
歩
行
不
如
意

の
た
め
失
礼
致
し
ま
す
。

清
水
杜
夫
　
（
中
原
）

元
見
て
や
っ
て
ま
す
。

白
井
　
彰
（
曲
尾
）

時
々
帰
り
野
菜
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

杉
崎
博
明
　
（
菅
平
）

益
々
発
展
す
る
事
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

関
　
払
茂
　
（
曲
尾
）

甥
の
結
格
式
参
列
の
為
欠
席
し
ま
す
。

合
の
成
功
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

関
谷
適
義
　
（
戸
沢
）

御
陰
獲
て
元
気
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

関
　
義
一
（
入
軽
井
沢
）

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
お
頻
を
拝
見
し
た
い
の
で
す
が
、

簸
病
に
お
か
さ
れ
出
席
出
来
ま
せ
ん
。

ご
盛
会
を
お
祈
り
い
た
し
つ
つ
お
わ
び

か
た
が
た
ご
盛
事
ま
で

命
雷
圭
子
　
（
竹
重
・
高
寺
）

昨

年

は

心

な

ら

ず

も

欠

席

し

ま

し

た

が
、
な
つ
か
し
い
方
々
に
お
逢
い
出
来

る
の
を
楽
し
み
に
出
席
し
ま
す
。

鈴
木
民
子
　
（
竹
重
・
高
寺
）

昨
年
は
都
合
が
悪
く
、
め
づ
ら
し
く

欠
席
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

出
席
で
き
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

川
甲
知
恵
子
　
（
竹
重
・
高
寺
）

高
血
圧
に
て
安
静
に
し
て
居
り
ま
す
。

堀
内
　
操
（
竹
室
・
高
専
）

五
月
晴
れ
と
は
ほ
ど
速
い
よ
う
な
天

気
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
皆
様
に

早
く
お
合
い
出
来
ま
す
。
役
員
の
皆
様

お
せ
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
購

い
致
し
ま
す
。

滝
沢
　
叡
　
（
真
田
）

4
月
1
日
よ
り
都
市
公
団
手
業
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー
に
移
動
に
な
り
ま
し
た
。

栗
林
イ
エ
子
　
（
ヤ
横
道
・
竹
内
）

四
年
前
育
％
相
手
の
方
の
責
任
で
、

交
通
事
故
に
こ
遭
い
、
身
体
が
不
自
由
で

す
。
亭
主
の
介
護
が
な
い
と
遠
出
は
出

来
ま
せ
ん
。
新
入
り
で
失
礼
を
お
わ
び

致
し
ま
す
。

甲
千
位
奥
　
（
横
尾
）

い
つ
も
ご
苦
労
様
で
す
。
町
内
の
お

祭
り
行
事
の
手
伝
い
に
て
欠
席
さ
せ
て

頂

き

ま

す

。

皆

碇

に

よ

ろ

し

く

塚
申
　
靖
（
菅
平
）

東
京
学
芸
大
学
遜
官
後
、
尚
美
学
園

大
学
音
楽
表
現
学
科
長
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
み
な
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝

え
下
さ
い
。

永
井
哲
夫
　
（
田
中
）

所
用
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。
子
供
が

話
し
与
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

永
井
守
寿
　
（
大
畑
）

体
調
都
合
に
よ
り
欠
席
し
ま
す
。

山
本
通
子
　
（
大
庭
・
成
沢
）

会
長
さ
ん
、
役
員
の
皆
碇
御
苦
労
様

で
す
。
用
事
の
た
め
出
席
出
来
ま
せ
ん

が
、
合
の
発
展
を
願
っ
て
居
り
ま
す
。

井
出
遺
子
　
（
下
原
・
南
條
）

何
と
か
出
席
を
と
思
い
ま
し
た
が
だ

め
で
し
た
。
次
回
は
出
席
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。

橋
詰
　
幸
（
横
尾
）

足
の
状
況
が
よ
く
な
ら
ず
欠
席
し
ま

す
。
ご
盛
会
を
前
り
ま
す
。

榛
藷
書
方
雄
　
（
中
級
）

東
京
真
由
町
の
合
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
・
ン

の
開
設
、
そ
し
て
1
5
周
年
患
え
、
幹

事
の
皆
准
ご
苦
労
様
で
す
。
ま
た
今
年

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

半
可
阜
幸
（
中
林
達
）

皆
様
に
お
合
い
出
来
る
の
を
楽
し
み

に
参
か
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

古
井
き
ぬ
よ
　
（
大
沢
・
半
田
）

い
つ
も
大
変
お
せ
話
に
な
り
ま
す
。

親
戚
の
結
婚
式
が
あ
り
ま
す
の
で
残
金

で
す
が
欠
席
い
た
し
ま
す
。

阜
由
幸
一
（
田
中
）

幹
事
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。
御
蔭

様
で
病
院
の
ハ
シ
ゴ
を
し
乍
ら
も
何
と

か
碩
簸
っ
て
居
り
ま
す
。
総
合
当
日
を

楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。

滝
沢
冨
恵
子
　
（
下
横
道
・
半
田
）

足
膿
の
い
た
み
奉
る
年
令
に
成

り
ま
し
た
。
一
皮
で
も
多
く
参
か
虫
束

る
よ
う
努
力
し
た
い
で
す
。

堀
内
い
主
よ
　
（
下
横
道
）

礁
痛
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。

井
上
か
？
よ
　
（
田
中
・
堀
内
）

新
緑
が
可
に
鮮
や
か
な
季
節
に
成
り

ま
し
た
。
今
年
は
変
わ
っ
た
趣
向
の
御

様
子
で
す
わ
。
役
角
の
皆
々
様
方
ほ
ん

と
う
に
御
苦
労
様
で
す
。
楽
し
み
に
出

席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

館
野
清
実
　
（
田
中
・
堀
内
）

名
簿
の
名
前
「
清
美
」
を
「
請
実
」

に
し
て
下
さ
い
。
同
し
住
所
に
同
姓
同

名
が
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
十
。

所
　
け
さ
い
　
（
中
城
適
・
城
内
）

久
し
振
り
l
こ
浅
い
春
を
楽
し
み
な
が

ら
鳥
居
峠
越
を
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

は
、
何
時
訪
ね
て
も
い
い
も
の
で
す
。
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堀
内
耕
舌
　
（
下
横
道
）

御
丁
重
な
お
手
紙
拝
受
致
し
ま
し
た
。

早
速
入
金
の
お
手
配
を
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
6
月
1
6
日
お
合
い
出
来
る

事
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

堀
内
茂
雄
　
（
中
城
適
）

幹
事
御
苦
労
嫌
。
元
気
で
す
。

堀
内
照
雄
　
（
三
島
乎
）

一
日
置
き
の
病
院
通
い
で
す
。
皆
様

に
宜
敷
く
お
伝
え
下
さ
い
。

堀
内
照
美
　
（
上
棟
適
）

当
日
は
所
用
が
あ
り
出
席
出
来
ま
せ

ん
。
先
月
5
月
1
1
日
葛
飾
区
長
野
県
人

会
総
合
が
行
わ
れ
、
約
百
人
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
新
会
員
1
5
名
も

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
総

会
も
産
金
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
ご
前

金
申
し
上
げ
ま
す
。
新
金
具
確
保
に
努

力
し
ま
す
。

堀
内
斉
次
　
（
中
城
適
）

い
つ
も
ご
苦
労
様
で
す
。
友
人
に
も

声
を
掛
l
ナ
て
大
勢
出
席
出
来
る
よ
う
に

努
力
い
た
し
ま
す
。

城
内
秀
夫
　
（
下
枝
適
）

◎
四
月
の
連
休
は
鉄
父
札
所
3
4
寺
を
巡

推
し
ま
し
た
。
丑
年
の
総
開
帳
、
気
侯

も
良
く
楽
し
い
巡
拝
と
な
り
ま
し
た
。

◎
五
月
の
連
休
は
「
傍
陽
の
リ
ン
ゴ
」

の
花
を
ビ
デ
オ
l
こ
納
め
に
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。

堀
内
保
明
　
（
甲
や
）

病
気
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。

阿
部
洋
子
　
（
上
横
道
・
堀
内
）

三
人
の
子
供
達
も
み
ん
な
か
た
ず
き

主
人
と
二
人
で
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
絵
の

教
室
等
に
入
り
楽
し
く
過
ご
し
て
ま
す
。

山
本
美
江
　
（
下
横
道
・
堀
内
）

い
つ
も
お
せ
話
棟
で
す
。
先
約
が
あ

り
今
の
と
こ
ろ
郡
谷
が
つ
き
ま
せ
ん
。

皆

様

に

よ

ろ

し

く

桃
井
俊
江
　
（
戸
沢
・
牧
内
）

今
回
も
仕
事
が
あ
り
、
休
め
ま
せ
ん

の
で
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆
様
御

苦
労
様
で
す
。

岩
崎
み
ち
子
（
菅
平
・
正
木
）

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

一
年
間
太
虫
に
早
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

松
尾
　
昭
　
（
真
由
）

所
用
が
あ
り
失
礼
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

相
変
わ
ら
ず
八
王
子
の
会
社
に
非
常
勤

顧
問
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
。

三
井
　
周
　
（
大
庭
）

当
日
、
組
合
の
定
期
大
全
と
か
ち
合

っ
て
い
る
た
め
、
本
当
に
残
金
で
す
。

三
井
　
穀
　
（
大
庭
）

真
田
町
の
合
、
長
ら
く
の
ご
ぶ
さ
た

で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
仕
菅
離

れ
て
一
年
に
な
り
ま
す
が
図
書
館
通
い

の
毎
日
で
す
。
盛
会
を
お
薪
り
し
て
お

り
ま
す
。

石
椿
祥
子
　
（
菅
平
・
三
尾
）

年
2
～
3
回
帰
省
し
て
ま
す
が
東
京

の
人
達
に
お
逢
い
す
る
こ
と
が
無
い
の

で
二
の
次
の
税
金
l
二
は
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。

宮
沢
達
人
　
（
患
匠
）

新
し
く
入
金
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
崎
十
人
重
（
菅
平
）

初
参
加
で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
菅
平
区
長
と
同
級
生
で
す
。

長
屋
京
子
　
（
菅
平
・
宮
沢
）

幹
事
さ
ま
方
ご
苦
労
様
で
す
。
も
う

1
5
回
目
鼻
え
る
ん
で
す
ね
。
時
の
移

ろ
い
の
早
さ
に
た
だ
あ
た
ふ
た
と
し
て

い
ま
す
。

宮
下
教
士
　
（
真
田
）

昨
年
1
0
月
定
年
退
職
し
、
現
在
無
減
、

結
棟
畑
な
ど
で
多
忙
で
す
。

壬
生
と
り
よ
　
（
戸
沢
・
宮
島
）

昨
年
の
鼻
由
町
の
合
で
は
お
せ
藷
l
こ

な
り
ま
し
た
。
写
真
も
送
っ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

は
高
枚
の
ク
ラ
ス
会
と
重
な
り
残
金
な

が
ら
欠
席
し
ま
す
。

官
本
　
偉
（
大
日
向
）

当
日
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
最
終

例
会
で
新
潟
へ
行
き
ま
す
の
で
残
念
な

が
ら
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

武
捨
久
雄
　
（
中
級
）

左
服
緑
内
障
が
悪
化
し
、
今
月
下
旬

再
手
術
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

武
冷
幹
男
　
（
中
組
）

毎
回
お
せ
話
枝
で
す
。
な
ん
と
か
や

っ
て
お
り
ま
す
。

渋
井
銀
子
　
（
中
組
・
武
姶
）

元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

バ
ー
バ
に
な
り
ま
し
た
。
孫
は
可
愛
い

で
す
ね
。

人
木
五
郎
　
（
ヤ
横
道
）

昨
年
9
月
歳
、
現
在
パ
ー
ト
で
（
土
）
、

盲
）
休
み
と
れ
ず

柳
沢
都
政
　
（
戸
沢
）

当
日
は
仕
事
が
入
っ
て
お
り
鐘
秦
で

す
。
元
気
て
お
り
ま
す
。

柳
沢
　
甘
（
萩
）

何
時
も
皆
様
に
は
お
せ
話
に
な
り
ま

す
。
懐
か
し
い
多
く
の
皆
様
l
こ
お
逢
い

で
き
ま
す
裏
を
桑
し
み
に
こ
し
て
い
ま
す
。

柳
沢
義
奴
　
（
萩
）

ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。

深
町
鼻
骨
　
（
甲
や
・
山
岸
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
1
4
年
度
版
に
修

正
し
て
お
き
ま
し
た
。

椎
名
乙
津
芳
（
横
沢
・
山
口
）

ご
ぶ
さ
た
い
た
し
て
申
し
訳
有
り
ま

せ
ん
。
私
事
、
休
を
損
な
っ
て
お
り
今

回
も
参
か
で
き
ず
残
金
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
役
員
の
皆
様
に
は
常
に
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
人
吉
只
の
方
々
に
よ
ろ

し
く
。
東
京
真
由
町
の
合
の
益
々
の
発

展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

堀
内
ト
ミ
子
　
（
横
尾
・
山
崎
）

い
つ
も
ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

山
官
三
治
　
（
入
軽
井
沢
）

元
気
で
居
ま
す
。

浅
水
み
ち
子
（
人
軽
井
沢
・
山
曾
）

東
京
新
聞
主
催
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
ま
し
た
。

中
由
す
み
子
　
（
菅
平
・
若
林
）

都
合
上
欠
席
と
な
り
残
金
で
す
。
6

月
は
結
格
式
が
あ
り
長
野
へ
帰
り
ま
す
。

皆
様
お
元
気
で

若
林
　
豊
　
（
赤
井
）

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
御
座
産

ま
す
。
全
社
の
行
事
と
重
な
っ
て
し
ま

い
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

渡
辺
典
子
　
（
菅
平
）

洛
外
生
活
と
二
重
生
活
を
し
て
お
る

事
が
多
い
の
で
、
一
時
遜
合
さ
せ
て
戴

き
た
く
お
頗
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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木原小中学校…朝礼を終わって…昭和30年頃

傍陽小中学校…開校50周年‥・昭和26年11月

傍陽小学枚岡保分数所・・・戦前？軌や？

長小中学校…横に囲まれた学び舎…昭和54年



第15号日　本　ダ　ボ　ス

京鼻田町の合の

ホームページ開没のお知らせ。

東京鼻田町の合ではふるさと鼻田町のHPに
1リンクしてホームべ－シを開設しています。

ク先のURLは巨ン
ihttp．／／W、VW．tO、Vn．Sanada．nagano・Jp／です。

！具田町のHPを開き、左側の下の方にある「

！ンク集」をクリソクし、東京真申町の合

JJJZさ．至．三野更．竺二三二廻りJ＿三．＿

け

各
部
の
活
動
報
告

☆
ふ
る
さ
と
訪
問

期

日

‥

1

4

年

日

月

2

日

～

3

日

参
加
者
・
男
4
、
女
5
、
計
9
人

コ
ー
ス
・
初
日
1
新
痛
西
口
…
中
央

高
速
…
甲
府
善
光
寺
・
参
拝
…

昇
仙
峡
・
紅
葉
観
濱
…
清
里
高
原

…
野
辺
山
・
日
本
一
の
天
文
台
見

学
…
望
月
…
菅
平
高
原
・
温
泉
ホ

テ
ル
桑
田
館
泊
・
夜
は
親
睦
会

二
日
目
1
菅
平
高
原
…
お
屋
敷
公

園
・
マ
レ
ソ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

「
そ
ば
す
い
と
ん
」
　
と
　
「
お
は
ぎ
」

の
セ
ッ
ト
で
昼
食
…
軽
井
沢
…
旧

適
…
松
井
田
・
ト
ラ
イ
ブ
イ
ン

「
お
ぎ
の
や
」
で
休
憩
…
高
速
道

…
折
箱
到
着
・
1
6
時
3
0
分

※
菅
平
高
原
温
泉
の
出
現
は
菅
平
ス

キ
ー
場
開
設
玖
来
7
0
余
年
の
夢
を

叶
え
る
も
の
で
、
当
会
異
の
半
田

幸
弘
さ
ん
が
泉
源
の
発
掘
に
：
成
功

さ
れ
ま
し
た
。

※
柴
田
小
夜
子
さ
ん
の
紀
行
文
「
ふ

る
里
訪
問
l
：
参
加
し
て
」
・
1
2
頁
・

も
ご
覧
下
さ
‥
。

※
来
年
度
は
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上

旬
に
計
嵐
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
次
回
の
　
「
し
ら
か
ば
通
信
」
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
大
勢
の
皆

様
の
ご
参
か
を
お
硬
い
申
し
上
げ

ま
す
。

根
室
理
事
　
荻
原
啓
治

☆
ス
ポ
ー
ツ

◎
ゴ
ル
フ
同
好
会だ

よ

り

甘
　
春
季
大
金

期
　
日
‥
1
4
年
3
月
2
7
日

コ
ー
ス
‥
小
隠
郷
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
・
群
馬
県
甘
楽
町

参
加
者
‥
1
9
名
、
内
裏
田
町
6
名

優
勝
・
ベ
ス
グ
ロ
　
飯
島
慶
三
郎
民

（
下
原
出
身
）

※
悪
天
候
で
ハ
ー
フ
て
打
ち
切
り
。

②
　
鼻
田
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

期
　
日
‥
1
4
年
6
月
3
0
日

コ
ー
ス
‥
菅
平
高
原
カ
ン
ト
リ
ー

参
加
者
‥
育
三
十
九
名
、
内
当
会
1
0
名

当
会
の
入
質
者
‥
塚
田
檀
雄
氏
・
シ

ニ
ヤ
4
位
、
坂
内
　
福
氏
・
シ
ニ
ヤ

7
位

③
　
秋
冬
大
会

期
　
日
‖
1
4
年
1
1
月
1
3
日

コ
ー
ス
‥
小
隠
郷
カ
ン
ト
リ
ー
偵
楽

市
・
群
馬
県
甘
楽
町

参
加
者
‥
2
0
名
、
内
奥
田
町
8
名

優
　
勝
∵
水
井
歯
大
氏
（
田
中
出
身
）

準
優
勝
は
飯
島
度
三
種
氏

シ
ニ
ヤ
・
女
性
部
門
優
勝
‥
中
島
正

江
さ
ん
　
（
戸
沢
出
身
）

準
優
勝
は
半
田
幸
弘
氏

※
春
季
大
会
の
悪
天
候
を
来
り
戻
す

よ
う
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
好
ス
コ

ア
が
続
出
し
た
。

※
現
在
会
員
数
3
4
名
で
す
。
皆
棟
の

参
か
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
平
成
1
5
年
度
の
予
定

春
季
大
会
‥
4
月
中
旬

鼻
田
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
金
‥
六
月

秋
季
大
会
‥
1
0
月

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

堀
内
　
福

電

話

0

4

2

・

9

5

8

・

1

5

7

8

荻
原
啓
治

電

話

0

3

1

3

3

1

5

・

5

9

3

0

◎
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

同
好
会
だ
よ
り

春
の
大
金
は
6
月
1
日
三
井
全
長

を
始
め
総
勢
1
4
名
が
参
加
し
て
い
つ

も
の
新
座
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
栗
の
花
が
満
開
で
蜜
の
患
り

漂
う
下
で
、
プ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
の
放
置
が
平
坦
な
所
に
変
っ

て
い
て
好
ス
コ
ア
が
で
ま
し
た
。

終
了
後
は
何
時
も
の
よ
う
に
車
座

に
な
り
昼
食
会
。
清
水
顧
問
よ
り
糞

品
の
濃
僕
が
あ
り
、
和
気
鶉
々
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
1
位
は

滝
沢
け
さ
子
さ
ん
2
庇
は
持
田
み
さ

子
さ
ん
と
女
性
上
肢
で
し
た
。

参
加
者
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
　
三

井
芳
紘
∵
謙
夫
妻
、
滝
沢
け
さ
子
、

清
水
清
晴
、
佐
藤
ム
ネ
子
、
関
服
繁

夫
、
布
施
京
子
、
荻
原
啓
治
、
寿

俊
子
、
持
田
み
さ
子
、
大
久
保
正
寿
、

き
よ
夫
妻
、
外
周
福
司
、
大
久
保
治

夫
。
尚
、
私
の
担
当
は
今
回
で
終
わ

り
、
次
回
か
ら
荻
原
理
事
が
担
当
し

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
　
記
　
大
久
保
　
治
夫

「
線
呵
釦
和
風
．
畑
」

甘
木
ダ
ボ
ス
等
・
し
ら
か
ば
通
信
一

i
へ
の
寄
稿
義
満
を
お
願
い
致
し
ま
≠

∵
是
・
紀
行
文
・
思
い
苧
壷
A

i
な
ど
。
日
本
ダ
ボ
ス
は
2
4
0
0
字

一
以
内
、
し
ら
か
ば
通
信
は
8
0
0
手

打
内
で
長
短
自
由
で
す
C
ご
連
絡
は

甘
苦
で
患
い
致
し
ま
す
e

二

T

3

5

9

・

l

1

4

5

　

　

　

　

　

　

　

一

粛
戻
市
山
口
5
0
4
0
、
3
9
・
5
L

H

4

。

5

　

　

　

塞

祷

⊥

竜
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
0
4
2
（
9
4
9
）
仙

一

4

7

7

6

を

　

一
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～会員消息一　徹称略）

＜新人会員＞
天野　清子　（荻原）〒190－0001埼玉県所沢市荒幡1001

岩下　弘　　　　　　　〒330－0024

金子　舌己　（堀内）〒204－や012

倉括　信頼　（小林）　〒300－0025

栗林イエ子　（竹内）　〒189－0024

小林　孝子　　　　　　〒411－0836

斉藤　勇市　　　　　〒183－0027

開放　繁夫　　　　　　〒201－0002

外山かね子　（内港）〒350－1233

堀内　公子　（中村）　〒333－0842

堀内　耕吾　　　　　　〒270－1435

堀内　幹本　　　　　　〒376－0011

宮崎十人重　　　　　　〒271－0068

菅沢　達人　　　　　　〒262－0018

武豊喜久子　　　　　　〒33ト0052

安田美智子　（山官）　〒286－0036

山口　和明　　　　　　〒228－0802

横沢　武久　　　　　〒362－0021

俵田　澄子　（堀内）　〒120－0021

埼玉県さいたま市寿能町2－49－10

東京都清瀬市中清戸2－686

汲城県土浦市与野町1931－1

東京都東村山市富士見町3－7－8

静岡県三島市禽田町7－7

東京都府中市本町3－16－33

東京都狛江市東野川4－15－11

埼玉県日高市こま川団地3－1－102

埼玉県川口市前川3－4－16前川住宅RA304

千葉県白井市浦水口3－15－21

帝馬県桐生市相生町5－730

千葉県松戸布告ケ崎2－3151－6

千葉県千乗市花見川区畑町688－7

埼玉県さいたま市三騰6－188

千葉県成田市か良市1－7－1－106

神奈川県相模原市上紘間4－16－20

埼玉県上尾市原市1789－12

東京都足立区日の出町26－3－208

＜住所変史＞
大熊　輝夫　　　　　〒336－0912　埼玉県さいたま市馬場2－5－14

汲口　推参　　　　　　〒140－0014　東京都品川区大井1－35－7－707

塩沢　垂男　　　　　　〒184－0013　東京都小金井市前原町3－40－1－605

Tel．042－923－8578

Tel．048－648－8344

Tel．0424－9ト2867

Tel．0298－28－1104

Tel．042－391－6352

Tel．055－972－3093

Tel．042－360－4801

Tel．0429－89－5433

Tel．048－269－7762

Tel．047－491－2937

Tel．0277－53－0269

Tel．047－363－7397

Tel．043－272－8218

Tel．0476－26－7065

Tel．042－733－4990

Tel，048－722－8307

Tel．03－3888－9677

清水　則夫　　　　　〒240－0042　神奈川県横浜市保土ヶ谷区上星川2－36－3　T

坂内　敏夫　　　　　〒351－0024　埼玉県朝霞市泉水2－11－22－1301　　　　T

矢島　収　　　　　〒420－0839　静岡県静岡市鷹匠1－5－7　　　　　　　　T

矢島　　栄　（松木）〒420－0839　静岡県静岡市湾匠1－5－7　　　　　　　　T

0488－74－1298

03－3774－3428

042－381－2370

045－383－1740

048－469－8028

054－272－7714

054－272－7714

＜過　食＞　長い間金にご協力くださIJありがとうございました。くれぐれもご妓康にご留意ください。

右汲　純子・大熊　孝人・日下　君江・関口　岡治・滝沢一楕子・田中うた子
牧内　国昭・丸山　義林・丸山　武子・矢島　長司・若林タミ子・渡辺　典子

＜逝　去＞　全角一同心よりご冥福をお祈りいたします。

大熊　和夫　　　　　　　清水やよい　　　　　　　三井袈裟四

着果右老骨
林林汲林柳

四　二　五　五　一一

千千千千万万
円　円　円　円　円　円

武絡　逸雄

（大沢）

（下塚）

（下機運）

（入軽井沢）

（中林適）
（萩）

（真田）

（大庭）

（萩）

（下林適）

（上棟適）

（菅平）

（患匠）
（萩）

（入軽井沢）

（真田）

（大畑）

（下林適）

（大日向）

（真田）

（大日向）

（荒井）

（ヤ横道）

（真田）

（真田）
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充
　
紀
棟

タ
ミ
子
種

純
　
子
様

イ
エ
子
株

幸
一
郎
枝

あ
げ
ま
す
。

小
林
　
孝
　
子
棟

横
沢
　
正
明
・

美
智
子
林

一
万
円

左
記
の
方
よ
り
ご
芳
志
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し

ご
芳
志
御
礼

日
本
ダ
ボ
ス
1
5
号
の
魔
行
に
あ

た
り
広
告
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

大
勢
の
皆
嫌
の
ご
協
力
を
戴
き
ま

し
た
。
大
変
有
粗
く
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
合
な
ど
の
催

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
入
金
の
ご
連
絡
、
お
問
い
合
わ

せ
は
次
の
担
当
役
異
ま
で
お
願

い
致
し
ま
す
。

塚
田
檀
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T
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）
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柴
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小
夜
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（
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岩
崎
み
ち
子
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3

8
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）

1
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O
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（

3

8
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5
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金
子
　
諷

T

 

O

4

8

（

5

9

1

）

4

7

2

8

F

 

O

4

8

（

5

9

1

）

4

7

2

8

年
一
回
の
総
合
・
絶
親
合
の
他

ふ
る
さ
と
訪
問
、
ゴ
ル
フ
合

広
告
御
礼

総
合
に
欠
席
の
方
で
平
成
1
4
年

度
の
年
会
費
千
円
を
未
納
の
方
は

同
封
の
郵
便
振
魯
用
紙
に
て
お
振

込
み
下
さ
い
。
振
込
料
は
無
料
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
硬
い
し
ま
す
。

く
千
葉
、
埼
玉
、
神
森
川
、
汲

城
、
栃
木
、
群
馬
、
静
岡
、
山

梨
県
等
関
東
圏
に
お
住
ま
い
の

方
で
す
。
ご
家
族
の
方
も
入
金

出
来
ま
す
。

千
言
晶
人
の
お
願
い

同
級
生
、
学
校
の
先
輩
や
後
輩
で

入
金
さ
れ
て
い
な
い
方
が
居
ら
れ

ま
し
た
ら
是
非
ご
紹
介
下
さ
い
。

平
成
1
5
年
の
総
合
、
絶
親
合
は

7
月
6
日
　
（
日
）
、
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
　
（
私
学
公
館
）
で
開
催

し
ま
す
。
今
か
ら
予
定
に
入
れ
て

お
い
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
4
月

に
発
行
の
　
「
し
ら
か
ば
通
信
」
　
7

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
っ
て
お
り
ま
す
。

合
異
の
皆
様
の
ご
兄
弟
、
知
人

さ
ら
に
合
の
発
展
を
期
し
て
新
し

い
合
異
の
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

の
合
異
数
は
約
六
百
名
で
す
が

次
回
総
合
の
子
音

☆
新
会
員
ご
紹
介

の
お
願
い

「
東
京
臭
田
町
の
合
」
は
今
年
発

足
1
5
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在



日　本　ダ　ボ　ス　　　第15号

平成13年度　決算報尊書

H13年4月1日－H14年3月31日　　　　（単也＝円）

収　　入　　の　　串 劍辷���������,ﾈ����YB���

科　　　目 ��Yuﾈ��蠅�決　算 ������m｢�予　算 佇���蠅�

通常年公費収入 田S�����324000 从ｸ������N��1，200．000 涛cX�C#�2�王ヽ 総合偲親公費 ��CS�����864，000 佰i_��ﾗ9N��700，000 鉄C��C����

いJiJi 鼻田町補助金 鼎������400，000 倬h��ｼh��N��600，000 鉄(�3C���

丘曳収入 都������640，000 倬ik�,ｩ�ﾙN��500，000 �3#x�3cCB�ムロ 寄付金等収入 ��S�����130，000 �8��ﾟﾈ��N��200，000 鼎x�3�#R�

利息等雑収入 �3�sc��985 佰h��ｶ8��N��300，000 �#sh�3s�B�

渉　外　費 �����3����276，830 

交　通　費 �����3����8，250 

雑費・手数料 �����C����10．665 

予　　　備 �#���3���� 

収入合計 �8�33���3sc��2，358，985 倡因�xﾇb� �(�3S�(�3涛"�

前期繰越額 田���3#3��619，239 倬�ｨﾄｨ路ｧ｢� 鼎cX�3#3"�

合　　　　計 滴�3����C����2，978．224 俘x������ﾇb�4，000，000 �(�3都��3##B�

上記の針）収支決算観音いたします。　　　平成14年3月31日

上記の決算親告音は適正かつ真実であるものとみとめます○

平成14年度事業計画

①・第15回総会及び憩親金の開催（平成14年6月16日）

②　公租「日本ダボス」第15号の発行

④　広報紙「しらかば通信」の鬼行

④　ホームページの埋骨

⑤　観劇会、ゴルフ全、マレソトゴルフ全等金員相互の

親睦をはかる行事の実施

⑥　ふるさと訪問の実施

⑦　ふるさと特産品の宅配協力

⑧　兵田町との交流促進のため、各種丈化行事の実施と参か

「東京真申町の合」役員名簿

合　計　　坂内　寿美　◎

監　事　関谷　嵐久　⑳

監　事　飯嶋　鼠逮　⑳

平成14年度　収史子鼻

平成14年4月1日一平成15年3月31日

収　　入　　の　　串 剋x　　出　　の　　串 

科　　　　　　目 仞�������ｧ｢�科　　　　　　目 仞�������ｧ｢�

通常年公費収入 田S��3����総合絶談合　費 ���3#���3����

総合径親会費 ���3CS��3����仝・報．灸　行　費 都���3����

真田町補助金 鼎���C����事　　業　　費 田���3����

広　昔　収　入 都���3����事　務　通　信　費 鉄���3����

寄付金尊収入 ��S��3����印　　刷　　費 �#���3����

利　息等雑収入 ��ォ�3sc��合　　議　　燈 �3���3����

渉　　外　　費 �����3����

交　　通　　費 �����3����

雑　費・手　数　料 �����3����

前　期　繰　越　金 鼎cX�3#3"�予　　備　　費 �#���C����

収　入　合　計 滴�3����3����支　出　合　計 滴�3����C����

退任理事　長い間ご昔労棟でした。
荒木　孝一　様・飯嶋　嵐適　確

大久保治夫　様・滝沢　叡　薇

新任理事　よろしくお願いしよす。
岩崎みち子　株・金子　祓　棟

久保　定春　様・塊内　　幸　様
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「
日
本
ダ
ボ
ス
」
の
一
五
号
を
本
日
お
届
け
で

き
、
l
安
心
で
す
。
名
絹
集
長
の
大
久
保
治

夫
理
事
韮
任
の
後
釜
を
伸
せ
つ
か
り
、
右
往
左

往
の
日
々
で
し
た
。

5
0
年
前
の
「
傍
や
同
窓
会
報
」
…
嘘
み
た
い

で
す
が
、
こ
れ
が
有
っ
た
の
で
す
ー
編
集
玖
束

の
懐
か
し
い
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。
投
稿
さ
れ

た
原
稿
を
鉛
筆
で
原
稿
用
紙
に
請
書
し
て
編
集

し
た
当
時
と
、
E
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
た
原
稿
を

パ
ソ
コ
ン
で
編
集
で
さ
る
現
在
の
間
に
ほ
ア
ッ

と
云
う
間
で
し
た
が
、
半
せ
紀
の
時
が
流
れ
て

い
た
の
で
す
。
・
‥

見
放
み
前
の
母
校
に
集
い
、
教
室
の
片
隅
を

借
用
し
て
編
集
に
虎
り
組
ん
だ
十
代
の
若
さ
に

満
ち
て
い
た
あ
の
人
連
も
、
還
暦
を
過
ぎ
た
今
、

穏
や
か
に
第
二
の
人
生
を
歩
ん
で
お
ら
れ
る
の

て

し

ょ

う

か

…

‥

…

素
晴
ら
し
い
原
稿
を
お
寄
せ
戴
い
た
皆
嫁

や
、
そ
の
原
満
集
め
に
又
懐
か
し
い
学
枚
の
古

い
写
真
集
め
に
、
奔
走
戴
い
た
鼻
由
町
役
場
情

報
政
策
課
の
渡
辺
さ
ん
、
本
当
に
有
準
っ
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一
緒
に
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
三

井
前
金
長
、
掲
観
資
料
の
捜
俵
に
お
骨
折
り
い

た
だ
い
た
関
連
の
皆
様
、
柵
に
触
れ
色
々
と
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
大
久
保
前
絹

集
長
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

紙
面
の
郡
谷
で
や
む
な
く
割
愛
さ
せ
て
頂
い

た
文
章
や
句
読
点
が
あ
り
ま
す
。
ご
容
赦
頂
き

た
く
紙
面
を
借
用
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
l
こ
恵
ま
れ
何
と
か
発
行
に

槽
ぎ
着
け
ま
し
た
が
、
大
き
な
間
違
い
が
な
い

こ
と
を
ひ
た
す
ら
神
に
祈
る
の
み
で
す
。
大
方

の
ご
叱
声
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
鞭
鐘
の
程
よ
ろ
し
く
お
購
い
致
し
ま
す
。

（
武
檜
　
席
人
　
記
）

鶉

集

後

免



日　本　ダ　ボ　ス　　　第15号

㊨ �8ﾈｹ���69*ﾈ,ﾈﾘx耳檠_��Xﾘh�ﾂ�

ノ抽
勝田電設工業株式会社

電気設備工事設言十施工

取締役会長　塩　沢　和　政（大日向出身）

東京真田町の会　会長

本　　社　〒132－0032　東京都江戸川区西小松川町37番2号

TEL・03（3652）8676　FAX・03（3656）3360

関東支店　〒132－0032　東京都江戸川区西小松川町37番2号

TEL・03（3652）8676　FAX・03（3655）8328

干葉支店　〒273－0002　千葉県船橋市東船橋3丁目39番16号

TEL・047（423）1755　FAX・047（423）0092

茨城支店　〒305－0062　茨城県つくば市大字赤塚610番3

TEL・0298（36）4737　FAX・0298（36）4549

銀座営業所　〒10J卜0061東京都中央区銀座1丁目3番3号伊東ピル6F

TEL03（3561）5822　FAX・03（3561）5832

TKCパートナー会計グループ 
パ　ート　ナ　ー　制　に　よ　る　税理士等の事務所 

T　K　C　医　療　介　護　総　研　株　式　会　社 

株式　会　社　東　京　パ　ート　ナ　ー　会　計　事　務　所 

T　K　C　エ　ス　テ　ー　ト　株　式　会　社 

T　　K　　C　　経　　営　　労　　務　　協　　会 

パートナー代表取締役所長　関谷義久（戸沢出身） 

住所〒211－0063川崎市中原区小杉町ト403－4パロス103　TELO44（711）0055 

mXO44（733）7332 

税理士と公認会計士の全国組織 
TKC全国会とTKC神奈川会の顧問 

（所属グループと役割）　社団法人日本医業経営コンサルタント協会 
常務理事・神奈川県支部長 

∴府≡離＼横紺還今井上町34番地登戸浩J敷慧地6 重要郵慣竃恵3…（代）。rrmx。。5（2。2）31。2 
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日　本　ダ　ボ　ス　　　第15号

事理票 T所事真 1145 謂武旨 の 重吉捨会 �b�險ﾎ�ﾜ�$x･y~ﾂ�_8ﾉｹM�ｶﾈ･xﾈ"��ｸ�ｸｩH,��ﾅ(�8緯�2�茎遠等聾墓 l ��)yﾙ~ﾂ�I8ﾈ駟������2�險ﾇﾈｮ)'R�ｶ8ﾞ���,ﾂ�T毒簑蓑墓 l 至芸半鷺芸 彗豊田社 

l 九〇 倆�+r�五五些 刹繽� 

韓　衛 仗i;�.��ﾆﾂ�芋篭義 �����-ﾒ��x�R�軍冨亭幸 
四手　中 �?�Jｩ(b�五〇八 �ｩ?����ｲ���[ﾒ�＿1横 ≡喜萱弘 

真登聾人 冦��驟yiｲ�〇二l 霊註道 丼x蕀dﾈ���

忘副垂 ．会見 樵で芸長真 ‡喜≡≡妻 の 豆二町 儼i^h����ﾇﾈｮﾉ9���9�榎｢�T壷；重量 155 l ≡童柴買主 ○田 重釜田会ン �.��wb�險仡m�ﾎ���ｹdﾈ,ﾂ�亭廠票 T貰聞真 E京＿田 L響二町 ○田の 碧童蔓会 二l 

喜篭原会 三由理 吾妻茜啓事 五二日 害毒豊治 

隆琴霊看貫冨 ド 司至 仭9�(��)｢�9倅��傅ﾈ8��}ｹ9��ﾈ"�

本　謂副　文冒 ��x��Yｸ��8ﾈ8��，　理　東 ��8��yﾘ��8ﾂ�〒　厳　重 

離遥 肘j�~ﾈ��b�ﾂ��99�(hﾉ�9����8x檠m��甲　　　　京 ��sH��������ｹ��甲l　　　属 

T等事真 謂爆雷 肘8ﾈ駟���淵S"�險ﾇﾉ~冉��0002 T未開真 空嘉清置 ○翌　の 

喜重量屋貢 　ロ 剏ｦ田会 　の ��8ｩ駑�����,ﾂ�
…霊水会 四野 

l ��ﾂ�芋軍（邦 

裏書享喜…子 倩ｨﾇﾈ���8��O｢�章二（憧 剩ｪ川 九三亭清 ll 

〇一　横 刔ｨ������茎宣誓晴 ノヽ1 

壷誓江 ��97凩ｹu��蓋±豊子 
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日　本　ダ　ボ　ス　　　第15号

㊨ �8ﾈｹ���69*ﾈ,ﾈﾘx耳檠_��Xﾘh�ﾂ�
貿易と国際物流のコンサルタント

貿易物流研究所
所長　小　林　孝　雄（曲尾出身）

（東京責田町の会顧問）
〒234－0051横浜市港南区日野4－45－5

T［L：（045）843－8041

FAX：（045）843－8041

人と地球に思いやりある環境づくりを可蒋して 

資源愛護と環境保全は企業の責任 
一般買物運送事業、リサイクル推進事業、一般・産業廃棄物収集運搬 

電気自動車　メタノール自動車　CNGトラック 
H14．環境保全功労・環境大臣賞　受賞 

東京都知事賞受賞・板橋区環境保全優良事業所 

みすゞ興業株式会社 
代表取締役荒木　廣之（真田町下原出身） 

〒174－0041東京都板橋区舟渡2－10－7　TELO3（3988）2422FAXO3（3988）2423 

自宅TELO3（3985）4892 

善光寺御開帳記念特射企画
期間4月6日～11月30日※除外恥15～諷胸佃捕脚）為ご利用出来ません

平成15年は鼻先寺御開帳4／6（可）～5／31（8）お卵と温泉癒しの線に束拍んか？

菅平高原温泉は天然温泉

1R人数 兌ﾘ��?｢�休前日 �5(�ｸ8ｸ6X984X48�ｸ4��

2名様 �������12000 ��C����

3名様 �������11000 ��3����

4名様 涛����10000 ��#����

5名様 塔����9000 �������

温泉の泉質……アルカリ性単純温泉 ��

温泉の効能……神経痛・筋肉痛・関節痛・持疾患・病後固 兀ﾈ�X懆��

慢性消化器病・冷え性・打ち身・疲労国 兀ﾂ�

上菅褐炭蒜謁4円柁

〒388－2201長野県小県郡家田町菅平高原

TEL．0268－74－2515（代）FAX．0268－74－3335

http：／／kuwatakan．come・mailkuwataka＠ued．janis，Or．
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㊨ �8ﾈｹ���69*ﾈ,ﾈﾘx耳檠_��Xﾘh�ﾂ�

FT婁窒； 豊至芸堀琴 傷 襲頑内呂 生 動 至至蔓亭寅霞 九五九横 鳴�･x�OｩF��ｫig�9�ﾒ�扁司東 T貰筆童 l E薫堀野 ○谷の ��yyﾙ~ﾈﾔ影ﾒ�ﾆ�i[ｨｧxﾔ��Hﾇﾈ駟69YHｼb�險ﾇﾉ�ｹ�侈ｲ��ｸ�8ｧr�ｸh��*ﾉ�B�ｸ��ﾈ��ｿ8齎7��ﾔ侏�6��営本社袋讐 業 　言ル 

1喜室望内所笥 　セ l議事茂恵子 舒ﾉ8ﾈ�>�橙�ﾂ���yﾒ��9¥��8饕�ｾ8貪h���

一一■道　代 三至言豊次諾 �ｩ?�?�ｾ9;��躪��Hyu�2�ﾂ�杢；主登美 �ｩ(b�ｶx���9�"�完工　栄 二l 

亭理票 諸事真 E嘉堀置 ○山の ≡軍内会 聖嘉 l 芙三豊福 鳴�ﾂ�ｷﾈ�xﾍｩ+yeﾒ��ｹ6���ｾｨ�����"�)ｨ�蓼蔗�ﾈ�hﾘﾂ�事理票 0217 T埼事真 E蓋小置 。翌の 要撃垂琶会 �(凭ﾈﾇﾈﾇﾂ���2�ﾂ�刑4R�傾饕�ｭﾘﾇ委ｾ���ｲ�ﾂ�ﾂ�+y�)+r�ﾄ鳴�〒画冠露呈 211水美遺 品2家墨術抜 T川 空軍森彗蓋萎 ○原常協 璧墓本夏珪喜 び事任 喜琴套幹鮎琴 二⊥沢貝審 至工室生貢 

事　理雲 傲ﾘ��yﾙUｲ�再　理票 

諸事真 吾歪堀臣 の 軍筆内会 雲肇千 六三横 1至芸萱幸 ���¥｢�I8ﾈ駟�����ﾈｷi'R��ｸﾌｸ,ﾂ�_9j�]ｸ橙�蕀�ﾂ�ｵｨ��.��?��ｸ���ﾆIx(��圧埼事真 弓0035 詣金星 増子会 の 翫誠 
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屋磯離真田不動産ク砂－プ
雌と施虔∫笥題競妄想謡宗鑑忘ム冨冨…謂＝……∃1

2F　貸事務所（歯科医院）
1　　　　　　3F～6F　冊PERIAL㊥HORLUCHl（賃貸マンシヨガ5室所有）

「〇・、、

二ここ：ネ：；

靂軒
丁絹庸二

門1rf庸‾

匡亘亘）　匝亘亘I
WAKO真田本社ビル

株式会社真田不動産は社屋落成15周年を

順風満帆のうちに迎えることが出来ました。

15周年の節目となる本年、かねてより準備

して参りました傍系会社を設立致しました。

新設数しました有限会社『和光』は不動産

競売物件の取扱いを中心に躍進中です。

＝＝2082年秋期販売物件＝＝

・中央区佃1丁目

・目黒区青葉台3丁目

・練馬区土支田4丁目

・目黒区碑文谷1丁目

・江戸川区中葛西1丁目

・世田谷区経堂2丁目

・杉並区阿佐谷3丁目

鉄骨4階建住宅

鉄骨4階建住宅

木造2階建

アパート

鉄骨4階建

木造2階建

マンション

匡重囲
1F　店舗

2F～6FIMPERIAL㊥HORIUCHl（賃貸マンi／ヨン28室所有）

㊥蛛式会社真田不動産
代表取締役　堀内　政

〒120－0005　東京都足立区綾瀬6－30－8（WAKO真田ビル1階）

http：／／www．sanada－fudosan，COm

自宅：足立区青井4－4－10　　03－3840－3211

㊥夏空　和　光鮎諸富簑窟nS

〒川3－0015東京都中央区日本橋箱崎町19－35－803

TELO3（3660）9411（代）FAXO3（3660）9415

http：／／www．nihonbashiWAKO．com

代表取締役

堀　内　政

日　本　ダ　ボ　ス　　平成14年12月25日発行

発　　行　東京真田町の合　　金長　塩　沢　和　政

〒276rOO46　千葉県八千代市大和田新田1074－37　TEL・FAX O47－450－3348
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